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現

代

資
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に
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け

る

成

長

イ.
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〇
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〇
六
>

丸

尾

直

美

'■
高
度
ひ
経
済
成
截
を
い
か
に
し
て
経
済
の
安
定
及
び
平
等
と
両
立
さ
せ
る
か 

と
い
兔
こ
と
は>'
;
.今
日
9
養

政

策

の

：中
心
問
題
と
な
っ
て
扒
る
。
；
こ
の
問
題 

に
つ
い
て
は
わ
が
国
光
け
で
な.く
、
米
国
に
お
い
て
も
英
国
に
お
い
て
も
盛
ん 

に
®

!

が
な
さ
れ
：て
い
石
。
_

成
長
と
安
定
ど
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
問
題 

に
つ
い
.て
の
—

は
必
ず
し
も
$

に
な
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
、
 

議

の

中

心

は

次

第

。
次.の一

一
つ
の
M

に
ま
ら
れ
て
き
て
い
る̂
が
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
第
一
：：に
、
：
高.い
成
長
率
を
維
持
し
、へ
高
水
準
の
.雇
用
を
維
持
し
ょ 

う
と
す
る
^

^
が

ィ

ダ

フ

レ

ー

シ

ョ

ン(

及
び
そ
れ
に
伴
い
国
際
収
支
の.惡
：
 

.化)
「

を
生
じ
さ
せ
な
い
か
と
い
う
こ
と
。m
ニ
は
、
高
^
長
の
た
め
の
政
^
が 

所
得
の
分
配
関
係
を
不
平
等
に
し
な
い
か
と
い
う
こ
上
。

(

逆
；に
い
え
ば
所
得 

の
平
等
化
が
経
済
成
長
を
そ
，こ
な
い
は
し
な
い
か
と
い
う
と
：と
。

)

：：
こ
の
一
一
つ 

で
あ
る
。

「

こ
の
小
稿
は
、
と
れ
ら
の

：

問

t
：

に
ィ
ン 

'フ
：レ
1
シ
a
ン
に
関 

係
す
る
問
題——

€>
■
解
明
に
つ
い
て
若
干
の
貢
献
を
せ
ん
と
し
て
書
か
れ
た
も

.(

注
1〕

の
で
あ
る
。

:
C

注
1〕

.'
,
こ
の
稿
は
ー.応
独
：立
し
て
い
る
が
、''
:
'実

は「

戦
後
英
国
経
済
に
お
け 

'
る
成
長
.
安
定
.
>平
等」

，
と
：題
せ
る
拙
稿:'( 「

フ
ェ
ビ
ァ
ン
研
究'-
一
九
六 

• 

0年
七
月
及
び
九
月
号
、一:

九
六
.
|年
四
^
号
所
载)

'の
練
槁
.で
あ
る
。

:

し
か
し
、
.私
は
®

，

こ
の
大
開
題
に
正
面
か
ら
全
茴
的
に
取
り
組
む
な
ど
：
 

と
い
5:
;
大
そ
れ
た
意
図
を
持
つ
て
は
ぃ
な
い
。
：
私
が
注
目
し
た
：い
の
ば
、
現
代 

1

主
義
に
お
け
る
成
最.
^
ン
フ
レ
.：

分
配
の
相
五
関
係
の
_

的
性
格
で 

あ
る
？
私
は
成
長
と
イ
ン
プ
レ

(

不
安
定)

：
と
め
間
、
成
長
と
分
配
と
の
間
、 

及
び
分
配
と
イ
ン.フ
：レ
と
の
間
に.生
ず
を
0

を
現
§

に
：お
け
る
資
本
主
義 

の
特
微
と
蓄
め
本
ら
わ
：れ
と
し
て
把
握
す
る
0-
こ
こ
で
現
代
資
本
主
義
と
い 

つ
て
も
、
こ
：の

題

：に
犄
に
関
係
し
て.く
る
特
徴
：は
次
の̂

き
も
の
で
あ
るo 

す
な
わ
ち
、.①
市
場
敗
態
どL
て(

一
.

の
小
企
業
の
分
立
的
競
争
ょ
り
も
ォ 

リ
ゴ
：ポ
リ
ー
が
重
要
性
を
％?
て

,:
<
.る
と
と
。
©
労
働
階
級
の
カ
が
増
大
す
る 

と
と
も
に
、:'
中

間

證

德

層

の

人

々

备

大

し

て

い

る

こ

と

。
③
国
家
の
経

済
的
役
割
；の
増
大
パ
福
に
公
共
的

^

丨
ビ.
ス
■
の
^
大
と
会
的
資
本
形
成
の
增

' 寧 一 表 l 9 5 3 k l 9 5 分 年 の 各 国 の 物 価 騰 貴 率 （1 9 8 3 牟 = 1 0 0 ) . 丨 :

英 米 西 独
フ ラ

ン ス

イ タ  

リァ

ペ ル カ ナ

ダ

才 ラ 

シ ダ
ス イ ス

デ ン マ  

一 ク

ノ ノレ ス ウ ェ

ペ チ ソ n 本
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価 : ,  指 数
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生 計  

指

費

数 -
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⑴
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Monthly BuUetm of Statistics.

⑴ 家 賃 を 食 ま な V 、o ⑵ 完 成 品 の み 。

ゝ
中
心
に
扱
っ
て
い
る
：が
、
今
日
、
.英
国
で 

問
題
に
祆
っ
や
い
る
と
と
の
大
部
分
ば
、 

I

英

の

問

題

を

別

と

す

れ

ばI 

I
い
ず
れ
の
I

的
資
本
主
義
国
に
お
い 

.て
も
多
か
：れ
少
な
か
れ
問
題
に
，な
る
こ
と 

で
あ
り
、
'*
本
生
義
が
i

し
て
混
合
経 

.

済
的
性
格
：が
強
く
な
っ
て
く
れ
ば
く
る
、ほ 

.ど
重
要
に
な
.，つ
T
く

る

問

題

.で

あ

る

と

思

ぅ
。
:
:
:
.
ハ
.:'

.

.

.

.

.

以

下
.に
.お
.い
.て
^'
.は
(1
)
.ィ

ン

フ

レ

ー

シ

. 

H
ン

の

種

類'を

、■■
'
そ

の

発

生

原

因

別

に

簡
 

単
に
分
類
す
.る
。

®
そ
し
て
同
時
に
、
英 

国
に
，お
け
る^
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
シ
が
、
こ 

.れ
ら
分
類
し^
ィ
ン
フ
レ
の
ぅ
ち
の
ど
れ 

に
.主
と
し
て
基
づ
い
て
生
じ
て
.い
る
か
を 

明
ら
か
に
し
、
©
最
後
に
；、「

混
合
経
済 

ン
の
第
-
段
階j 

(

第
五
節
参
照)

に
あ
る 

:

英
国
に
お
け
る
成
長.
<;
ン
フ
レ
‘
■分
配 

，

の
i

性
を
示
す
と
と
も
に
、
安
定 

#

及
び
平
■

政
策
を
高
度
成
長
と
両
立 

さ
せ
る
よ
う
な
政
策
の
方
向
を
示
唆
し
た 

,
V
と
思
う
。
.s

 

a

o七)
-

: 

. 

..

大〕

が
顕
著
に
み
ら
れ^.
よ
う
に
；な
；っ
て
い
る
こ
と
■°
④
企
業
の
社
内
留
保
か

ら
の
資
本
形
成
が
、■配
当
荆
潤
办
^
^
か
ら
の
そ
れ
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
い

名
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
段
階

u

あ
る
典
型
的^ .
.

本
、壬
義
国と
し
て
は
米
国
と
英.

国
を
あ
げ
る
.こ
と
办
出
来
る
。
そ
し

て
，.

①
ひ
^:
微
は
米
国
の
'ほ
う
に

、
よ

り

，

は
っ
き
々
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
⑤
③
の
特
徴
は
^
後
の
英
国
に
一

層
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

o
':

そ
れ
故
、
：
'

現
代
柔
主
義
段
階
に
お
：け
る
イ
ン

フ
レ
I
シ
3

ン
の
問
題
を
全
面
妝
に
扱
う
た

'
め
；に
：ば
、
.
少
な
ぐ
と
も
米
英
甸
身

に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
を
検
討
す
：

るX
J

と
が
.必
要
で
あ
ろ
う
が
、
主
と
し
て
©

の
';

点
に
関
係
^

^
來
国
め：：

イ
ン)

フ
レ
丨
シ
ョ
：シ
：に.つ
，い
て
は
、_他
に
.す
ぐ
れ
た
邡

淹
が
あ
る
の.で
、
私
は
主
と
し
て
⑧
③
の
点
に
関
係
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ

a

ン

の
間
題
を
中
心
に
検
討
す
る

::
0
そ
し
て
_
論

展

開

の

た

め

の

';
'
-

「

主
要
例
証」

..
:と

.

し
て
最
近
の
英
国
の
経
験
を
参
勝
す
る

0

:

戦
後
の
英
国
に
お
，

い
て
は
、
.国
有
七

政
策
や
国
家
^
^
が
進
め
ら
れ
た
上

r

労
働
階
級
：
.

の
：力
も
強
ぐ
をっ
で
お
り
、

ス
ト
レ
チ
ィ
のい
う
資
本
主
義
の
最
終
欺
階
篇
相
を
最

%'

強
'<
'

#

ぴ
て
い

る
。
ま
た
、
現
存
す
る
社
会
の
う

ち
で
！
^

国
家
と>
混
合
歡済

と
い
う
杉

容

が
f

似
つ
か
わ
し
い
.

の

も
英
国
で
あ
る
。
私
が
特
に
興
味
を
持
：つ

：
'の
は
、
：現，

代
資
本
主
義
と
いマ
て̂

こ
の
よ
う
な混
ム
^
^
済

的

社

会

に

お

け

る成

*

.

安

定

，¥

の

相
2:
的

関

係

で

あ

る

'0
•

,

(

注
1

>

:

例
ぇ
ば
高
狽
&

博

稿
.'「『

新
々
し
い'
イ
ン
フ.
レ
丨
シ
ョ
ン

』

：
の̂
 

造
的
分
析
試
論

」

:

(「

フ
：

H

ビ
ァ
ン
研
究1-
一
 

九
六O

年

十
•

十
：一
.
.十
一一
月
：
 

•
号
參
照〕

。:.

こ

の

よ

う

な

わ

げ

で

、

こ

の

稿

で

，
は

；
^

.

の

荚

国

の

イ

ン

フ

レー

シ

3
ン

を
. 

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長.
•イ
ン
フ
レ
：•
分
配
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.

し
か
し
、
そ
の
前
に
、
ィ
ン
フ
レ
現
象
と
し
て
の
物
麗
貴
が
戦
後
の
英
国 

^
和
い
弋
^
の

襲

、
生
じ
^
い
る
か
を
簡
単
に
み
て
み-^
ぅ
。
'■
.
.

第
ー
：図
の
亲
す
妞
く
，_

め
英
国
：に
凇
げ
る
物
愿
賣
：は
戦
前
と
比
べ
：て 

大
で
あ
名
0 :

一
ま
た
他
の
：殆
ム
ど
の
資
本_

|

|
此̂
べ
弋
，̂

貴
率
が
大
：き
い'

ノ'
' 

把
/

:

図第

英国の小売物細指数，1914〜1958句 

(1938年= 100)，半対数図表

 ̂
三
.u::
:
c
:
3

ジ

.̂
:い
3
泪
語
匕
枯

|

©

^

^

*
が
な

.い：
0
'ィ
ン
フ

.レ
ー
：グ

¥

葉
^
体
が
膨
脹.す
る>
い
；ぅ-1
;
'
;妹
を
持
つ
；
こ
；と
は

'周
知
：の
通
り
：で
ぁ
る
が
、
単 

fe
膨
脹
受
る
と
；
ぃ
為
v

_

.<
て
、

」

&>
か
^

^
乾
s'
於
；

§

か
抑
か
如
か
め
か

プ
が
生
ず
る
と
き
に
の
み
ィ
ン
フ
レ
現
象
が
生
じ
得
る
。

そ

し

て

、

こ
の
湯

.合
-.
;>
'
: 
.
■
.
ー
般
的
纪
比
フ
貨
胳
国
民
所
得
が
財
及
び
サ
：丨
ビ
ス
に
ょ
っ
て
示
さ

8 

J 

5
-
4 

1 

5
43 s2

1959.rd, D<

よ

301

50

20(

50

00

64

と
い
え
る
：.

(

第
一
表)

0

:
.
.

'
三
、

イ

ン

フ

レ
I
シ
ョ
ン
の
原
因
.

• 

.

. 

. 

V 

' 

.

.

. 

.

.

.

:■
- 

.

.

.

こ
の
事
実
を
確
認
し
た
後
、.さ
て
次
に
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
イ
ン
フ
ゾ
ー 

シ
卢
ン
と
は
何
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
苊
介
な
こ
と
に
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

:れ
る
実
質
国
民
所
得
に
対
し
：で
相
对
的
に
急
速
に
^

|1
1

乃
. 

.
至
上
昇
す
る
状
態
と
定
義
さ
れ
る
と
と
が
多
い
0
そ
し
て
こ 

,

の
■場
合
、
普
通
、
物
価
騰
貴
と
貨
龄

p
g

の
.減
少
と
.い
う
現 

.

.

.
象
を
伴
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
極
め
て

I

般
的
な
便
宜
的
な 

定
義
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
？
厳
密
に
；は
、
：
イ
ン
：ブ
レ
を
生
じ 

、さ
せ
る
種
々
の
ア
ン
バ
ラ
シ̂
を
^
Is
す
る
こ
と
が
必
要
で 

あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
ア
ン''ハ：ラ
ン
：ス
乃
至
ギ
ャ
ッ
プ
の 

I

•
に
'
性
格
如
何
に
よ
っ
て
；
：
イ
シ
.フ
レ

ー

シ
ョ
ン
の
発
生
原
因
が
：
 

I

:
.§
.
37
:
異
な
り
、
従
マ
て
発
生
原
因
別
に«)
:
-る
イ
シ
フ
レ
|
.
シ
ョ
ン 

| 

E 

P
の
分
類
も
こ
こ
か
ら
生
ず
る
か
ら.で
あ
るc 

【

:
:
• 

- (

街
1)

普
通
と
断
わ
る
め
は
、
'
物
価
騰
貴
を
伴
う
開
放
型 

イ
ン
フ
レー

シ
ョ
ン
に
対
し
、
：物
価
騰
貴
を
伴
わ
な
：い
所
謂
抑
圧
型
イ
ン
フ 

レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
か
ら
で
あ
る.0
こ
れ
ft
-
、
物
価
腾
貴
が
統
制
に
よ
っ
て 

抑
制
さ
办
る
場
合
に
生
ず
る
。.こ
の
他
、
潜
在
型
イ
ン
フ
レー
シ
ョ
ン
と
も 

呼
ば
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

一
九
五
.五
年
の
英
国
め
瘍
合
の
よ
う
に
、
需
要 

が
供
拾
を
上
回
る
水
準
に
あ
り
、
し
か
も
納
期
の
遅
延
を
き
た
し
て
い
る
よ

う
な
場
合
が
そ
れ
で
ぁ
る

(

R

•
ハ
ロ
ッ
ド「

安
定
成
長
の
通
貨
政
策

」

村 

野

'.
.海
老
沢
訳
、

一
一
四
頁
参
照

)

。

し
か
し
、

ィ
ン
フ
レ
ー
シ3.
ン
は
例 

.外
的
の
場
合
を
除
け
ば
、
物
価
縢
貴
現
象
を
伴
う
の
で
、
以
下
、
物
価
滕
貴 

現
象
を
イ
ン
フ
レ
の
徴
候
と
み
な
し
て
、
イ
ン
フ
レ
と
い
‘う
言
葉
と
殆
ん
ど 

同
義
的
に
川
い
る
こ
と
：と
す
る
。'

金
の
価
値
説
先
ず
古
い
素
朴
な
と
こ
ろ
と•し
て
は
、
金
の
.量
と
財
及
び
サ 

1
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ'っ
て
金
の
■

が
低
下
し
て
生
ず
る(

す
な

(

法
1)

h
-f
e

^

0

M

M-M
v
M
a
l
:
±
i
M-i
と
な
る)

イ
ン
フ
レ
が
あ
る
。

、
貨
幣
数
量
説
次
に
貨It
量

(

減
^
箱
^

l
:
x
謙51

辍
潘)

：
が

財
A
及
び
サ 

丨
ビ
：ス

■
).

に
比
し
て
過
大
に
な.っ
て
^
ず
る
ハ
^
泰
^
！a
n
^
v溯
珣
画
沏
#

.

/-
\注
2〕

辟
蹄
：i

t

M

sイ
ン
.フ
レ
が
あ
る
？
：
.
.
.
.
ぐ

(

注
1〕.

及

び(

注
2 y

こ
の
種
の
ィ
ン
フ
レ
論
はw
. Q
. Mo

u
l
t
o
n
: C

a
n

 

Inflation 

b0>oontxoled, I960..

の
中
で
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
う
ち
金
の
量
に
よ
っ
て
説
明
す
る
イ
ン
フ
レ
理
論
が
、
：現
代
資
本 

主
義
：の
イ
ン
フ
レ

〕

現
象
を
説
明
す
る-

n
i

あ
支
り
重
要
性
を
持
た
な
い
こ
と
は 

言
う
ま
で
も
な
い
。
貨
游
量
に
よ
る
説
明%'
今
日
の
イ
ン
フ
レ
、の
根
本
的
原
因 

を
解
明
ず
る
と
と
ぼ
出
来
な
い
。_

的
要
因
は
、
，ィ
‘ン
フ
レ
の
根
本
的
原
因 

と
.は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
受
動
的
な
要
因
で
あ
る
か
：ら
、
ィ
ン
フ
レ
過
程
を
助 

成
^
を

'-
-
-
.
と
は
あ
；？
て
も
、..
そ
れ
自
体
は
現
代
資
本
主
義
の
イ
ン
：：ス
1/
:
-办
発
生 

厫
因
ル
し
.て

重

證
.私
持
だ
な
以
：.で

：か
し
、
：と.：0.
.と
と
：■は
現
代
資
本
主
義
、 

社
会
：に

柄

け

る
.#
;
融

疆

：の.複

雑

な

達

が
;^
ゾ
女
1/
,助

成

办

證
4
1>
:て
童
' 

要
で
：̂
るA J

と

を

雲

す

る
.も
の
：で
：は
な.い)

0
囊

、
'.
叢

©'
英

米

の

イ

ン

.
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
'成
長

：
イ
ン
フ
レ
•
分
配

フ
レ
に
お
い
て
も
通
貨
の
増
発
が
イ
ン
フ
レ
の
原
因
に
な
っ
た
と
は
い
え
な 

い
0
た
と
え
ば「

1

九
五
五
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
通
貨
量
は
前
年
同 

期
と
比
較
し
て
約〗

.
•
-
%
減
少
し
た
。一

九
五
六
1

体

を
一
九
五
四
年

と
 

比
較
し
て
み
て
も
、
，や
は
り
 

一
•
.三
M

少
し
て
い
る
。.

T
九
五
七
年
に
は
さ 

ら
に
若
干
引
締
ま
？
て
ニ
月
か
ら
五
月
に
な
る
間
は
、

一
九
五
四
年
に
対
し
て 

ニ 

.五
％

の
減
少
と
な
？
た
：。

」

1
通
貨
供
釐
里
は
戦
後
の
殆
ん
ど
の
期
間
に
お
. 

い
て
、
国
民
総
生
産
に
対
し
て
受
動
的
に
し
か
4
ょ

り
ル
ノ
な
い
舉
で
增
大
し
た

-

(

注 
2)

に
す
ぎ
な
い
。V
C第
二
表)

：

(

注
1
0 

R 

:
ハ
：p
ッ
ド「

安
定
成
長
の
通
貨
政-策」

村

野

•'海
老
沢
訳
ニ
一

A
頁
。

.
：
:'
.

.
V

.

•

.

(

法
2)

こ
の
表
り
は
載
っ
て
い
な.い
が
、

て
九
四
六
年
か
：ら
五
一
年
に
か
け

貨
.
.
.
o 

7 

3 

L 

9 

5
. 

9

て
も
.所
得
，の
，增
加
ぃ
は
通
货
供
输
ょ 

表

.通
.：

1

1

-

1

,

1

1

1

1

り

も

急
速
で
あ
っ
た0
し
か
し
、

.

-

:

滕

10
10
11
P

H

I
14
'

戦
時
中
は
、
通
貨
供
給
が
所
得
増 

第

^

53
53
54
55
56
57
58
V
加
を
上
®
っ
た
。(

以
上
の
点
に 

っ J

夢

；

1

^

1

1

.

1
'-
1

1
ン
'1
—

0:
1-
.
て〔

は
、
\¥
.

¥

.デ
ィ
シ
- 

.「

現
代
ィ
'ギ
リ
ス
詉
行
論̂

紅
林
訳
ニ
ー
四
、)

三
七
頁
.参
照
。)

ン
以
上
の
，ょ
ぅ
な
難
に
お
い
：

.

て
、
，貨
幣
的
要
因
は
現
代
資
本
主
義
の
ィ
ン
フ 

レ
の
原
因
と
し
ー
て
根
本
的
な
も
办
で
は
な
い
。

.

現
^

^

主
義
社
会
に
お
い
て 

は
'

、
：^
^

所
得
の
：&

所

得

以-1
1
1の
増
大
を
必
要
な
ら
し
め
る
ょ
ぅ
な
要
因
が 

存
在
し
て
お
り
、
.
•

そ
れ
が
、i

量
め.
増
大
の.
庄
力
と
：な
る
の
で
あ
る
。
す
な 

わ
ち
第 
ー
^ '
:

景
気
.

を
維
持
す
る
た
め
：に
ば
、
：：

'.

ー
へ
様
な
率
で
貨
幣
所
得
の
増
大

m

H

c

'

l

o九)
」

!!,
\ ̂ 

じ

II
|{

I
l!

8

I!
奶

fj
f；



を
維
持
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
が
ら
で
あ
る
。'i
と
ろ
が
、
m
に
み
る
よ
う
な 

靈

的

原

因
.の
た
め
'裏
質
所
得
空
咼
率
の
撕
持
が
屋
な
の
で
、
：
貨
龄
所
得 

.の
增
大
に
一
よ
々
て
有
効
需
要.の
維
持
が
な
さ
れ
る.わ
け
で
あ
^

〕

つ
.
.ま
り
、
：
不

；
 

況
乃
至
不
完
全
雇
用
と
い
ぅ

1

つ
の
不
安
定
性
を
克
服
す
る
た
め'の
政
策
が
、 

イ
ン
フ
レ
..と
い
う
他
の
，！̂

定̂
を
弓
.ぎ
起
す
の
で
：あ
る
。
も
ぅ'ー
0
,
.
.
は
.、
.や
は 

ヵ
獲
的
原
因
に
よ
っ
て
生
ず
る
価
格
办
下
方
硬
直
性
の
た
め
、

.労
資
間
、
オ 

:リ
ゴ
、ボ
：リ
ー
：間
な
ど
、の
競
合
：

(

こ
れ
、ら
%-
現
代
資
本
主
義
下
に
，ぉ
い
て
顕
著
'に
ぺ 

な
る
特
徴
で
あ
る)

：'が
，、
.
コ
ス
ト
及
び
所
得
を
上
昇
さ
せ
る
絶
え
ざ
る
田
力
を 

持
つ
：か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
‘れ
.は
イ
ゾ
フ
レ
の
，原
因
を
金
と
か
貨
解 

め
.面
か
ら
で
な
く
、
：
も
っ
と
根
本
的
な
要
因
に
お
い
て
捉
え
る

.こ

と

に

し
'よ

.

う
。
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-
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Econo

x
o
i
c
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N
o
v
'
p
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to
9
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そ
：こ
で
次
の
接
近
と'1
.て
、
周
知
の
需
要.

(
d
e
m

 a
n
d

 pull)

イ
ン
フ
レ
と 

コ
ス
ト(cost 

PUSJ?)、：

イ
ン
プ
レ
の
分
類
に
、
さ
し
当
ト
従
う
と
と
に

し
よ 

う
。
さ
し
当
り
と
い
う
の
は
、
需
要
イ
ン
フ
.レ
と
コ
.ス
ト
•'イ
ン
フ
レ
と
を
は 

っ
き
り
分
计
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
一
；つ
に
は

、
. 

こ
の
分
類
に
入
れ
難
い
構
造
的
原
因
の
イ
ン
フ
レ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

o
両
者 

の
ぽ
別
は
問
題
へ
の
接
近
；の
た
め
の
便
宜
的
分
類
で
あ
る
。

需
要
：イ
：ン

フ

レ
先
ず
需
:'
^
イ
シ
フ
レ
か
.ら
始
め
よ
う
0

需

要

イ

ン

フ

..レ

と 

い
ら
て
も

、

需
要
が
何
に
対
し
て
相
対
的
に'^
剰
で
あ
る
か
に
よ
って
、
.い
く 

つ
か
の
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

3

四

(
一

ー
〇)

.
0
.
1

般
的
需̂

過
乗
イ
ン
；
フ

■.
.

レ
：.
.
.普
通
、.:
需
要
イ
ン.，
フ
レ
.と
い
わ
れ
る
場
合 

に
は
、
全
般
的
有
効
需
要
が
生
産

^

源
全
般.
の

供

籠

力

を

上

回

る
I

s

 

,

部
逸
識m .
>

l^

直

逢

謙
g

s

と
と
か
ら
生
ず
る
イ
シ
フ
レ
の
こ
と
で
あ 

り
、.
A

の
場
合
の
需
要
.

の̂

^

分
は
イ
：ン
フ
レ
‘

.
'ギ
ャ
；
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
。
周 

知
の
ヶ
イ
ン
ズ

—
>
:

ド
I

マ
ー
的
表
現
を
使
え
ば
、

H

^

V

I

A

の
場
合
で
あ
る
。

^

 

1

a

:

.
飼
#

i

 辟
^

:
と
こ
ろ
で
、.'
戦
後
の
英
国
の
場
合
に
こ
の
ょ
う
な.イ
ン
フ
レ
.
ギ
ャ
ッ
プ
が 

あ
っ
士

か
と
い
う
と
な
か
な
亦
观
題
であ
る

。
成
程
、；..英
国
で
，は
戦
後
.の
大
部 

分
の
期
間
を
通
じ
て
完
全
雇
用
が
維
持
ざ
れ
、
失
業
率
は
他
の
資
本
主
義
国
と 

比
：ベ
て
も
極
め
て
低
い
。
ま
た
、
供I

に
対
す
る
舞
過
需
要
の
た
め
：、
需
要 

者
の
注
文
に
応
じ
き
れ
な
かっ
た
と
.い
う
ょ
う
な
産
業
が
少
た
く
な
か
っ

た
。

そ
.こ
：で
財
貨
及
び
用
役

一

般
に
対
す
る
高
水
準
の
；需
要
が
長
期
に
わ
た
っ
て
持 

続
し
た
こ
；と
こ
そ
が
物
俩
縢
貴
：の
原
因
で
あ
っ
，だ
と
主
張
す
る
論
者
も
あ
る

0 

物

価
•
生
産
性
.
所
得
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
三
回
に
わ
た
っ
て
提
出
し
て
き 

た
へ
コ
ー.

H

ン
委
員
会
の
.第
.

1

次
報
告
も
こ
の
種
の
考
え
に
立
っ.て
l
of
一
 

イ
シ 

フ
レ
抑
制
策
と
し
て
、:有
効
！|
粟
め
削
減
と
1

に
対
す
る
過
剰
需
要
の
削
減 

.
(

こ
う
す
る
こ
.
.と
に
よ
っ
.て
賃
金
引
：上
；げ
要..求
.を
：も
抑
え
.る)

.

.に
ょ
> 

て

、
.
.
イ 

V
フ
レ
压
カ
を
無
く
す
べ
きで
あ

.る
と
報
告
し
た
。
英
国
の
§

系
の
論
者
と 

か
、
タ
イ
ム
歲
と
か
、
或
い
は
英
国
の
.イ
ン
フ
レ
問
題
を
扱
っ
た
学
者
と
し 

て
は
、
F 

. 

W 

•

ぺ
ッ
シ
.ユ
も
こ
の
種
：の
：見
方
を
し
て
い
る
。
彼
.は

「

貨
幣
国 

民
所
得
が
実
質
国
民
所
得
ょ
り
急
速
に
上
昇
す
：る
状
«

- 3
を
イ
ン
フ
レ
f
シ
ョ

第 三 表  
G N P 成長率

(1948へ视 年 平 均 ％ )

西 ド ィ ッ ⑴ 8.4

日 本 8,2

オースト リァ 7.9
フ .ラ’ン ス 5.8
ィ タリ ア 5.5
± ラ ン ダ 4.6

力 ナ ダ 4.2

ス ィ ス 3.9

ス ゥ 工 一 デシ：’ 3.5
ぺ ル ギ — (2) • 3.4
/ 一ルウ X — 3.0

ァ メ リ 力 . 3.0
デン .マー ク 2.9

イギリ ス 2.4

注（1 ) 1949〜 58 

C 2 ) 1948〜 57 
B.I.S• (国際決済银行) 
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t h による o

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長*
イ
ン
フ
レ
•
分
配

ン
と
定
義1̂
て
い
る̂

こ
O '
ょ
ぅ
な
貲

龄

所

得

の

相

対

；
^

犬

が

生

ず

る

の 

は
超
過
需
要
の
压
カ
の
た
め
で
あ
る
と

.

み
る
。
賃
金
所
得
が
、
実
質
国
民
生
産 

の
増
大
以
上
の
速
さ
で
増
大
す
る
の
も
、
労
働
：.に
対
す
る
超
過
需
要
の
た
め
で 

あ
り
、
利
满
の
増
大
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
す
る

--
:

°

と

の

湩

の「

診
断j.

が
ら 

出
.て
来
る「

処
方」

は
当
然
、"
需
要
抑
制
策
で
あ
る
。
：

(

注
1)

C
o
u
n
c
i
l

 o
n

 P
r
ices, 

P
r
o
d
u
c
t
i
v
i
t
y

 

&
. 

I
n
c
o
m
e
s
,

 

F
i
r
s
t

R
e
p
o
r
t
.

と
の
要
約
は
—iフ
ェ
ビ
ァ
ン
研
究」

一
九
五
八
年
六
月
号
及
び 

富
士
銀
行r

調
査
時
報」

ー
九
五
儿
年
五
月
号
で
な
さ
れ
て
ぃ
る
。

へ

(

注 
2 ) 

F
.

 

W
.

 P
a
i
s
h
: 

Inflation 

i
n

 

t
h
e

 

U
n
i
t
e
d

 

K
i
n
g
d
o
m
,

 

1
9
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1
9
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(
E
c
o
n
o
m
i
c
a
,

 

M
a
y
,

 

1
9
5
00) 

p
, 94.

_
実
、
英
国
政
府
も
需
聚
過
剰
が
ィ
ン
フ
レ
庄
カ
と
ひ
い
て
は
国
際
収
支
氣 

化
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
勝
ち
で
あ
：？
た
。
そ
れ
故
、
好
況
期
に
は
ィ
ン
'ラ
レ 

と
国
隙
f

悪
化
：を
防
ぐ
た
め
に
需
要
引
締
め
策
が
と
ら
れ
た
が
、
こ
の
政
策 

の
第 
一''
の
犠
牲
に
.な
っ
た
の
は
殺
資——

就
中
、
.公
的
投
資——

で
あ
っ
た
。 

A 

•シ
ョ：

ン
プ
ィ
ー
ル
ド
の
指
摘
し
て.い
る
如
く
、
-1
急
速
な
る
削
減
の
說
も 

i

な
る
も
の
と
し
て
い
っ
も
投
資
が
思
い
起
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
戦
後
の

全
期
間
を
通
じ
て
の
陰
ぅ
づ
な
や
り
方
で
あ
っ
た
。

」

こ
ぅ
し
て
.、

戦
後
の
英 

国
で
は
誤
れ
る「

診
断」

.に
ょ

る
誤
れ
る
-.「

処
方」
の
結
果
、
.
投
資
が
し
ば
し 

ば
抑
制
さ
れ
、.
た
め
に
、
'経
済
成
長
率
は
極
め
て
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

(

注
1
0 
卜 

gr-
w
g
g
s
" 

J
p
j
^
w
H
^

s-
lT
'
te
i
c
o
n
o
I
u
i
c 

Policy 

since

t
h
e

彡
卩
ぐ
.M
9
5
OP
.
パ
^
藤

.
藤
田
.
.丸
尾
訳「

戦
後
英
国
に
お
け
る
成
長 

とt

女
定
の
.経
済
政
策」

理
想
社
刊
：

}

(

注
2)

戦
後
英
国
の
.低
成
長
率
の
原
因
と
し
て
は
、

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
.い 

.

わ
れ
る
が
、.
こ
の
点
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

(

こ
の
問
題
'に
つ
い
て 

.
•は
前
掲
の
拙
稿
を
，参
照
し
て
い
た
：だ
き
た
い

)

:0

わ
れ
わ
れ
も
、
戦
後
，の
英
国
に
一
超
過
需
要
に
ょ
る
イ
ン
フ
レ
が 

な
か
っ
た
：と
い
，ぅ
つ
も
り
は
ない
。

し

か
.し
、
，
.
恐

ら

く
戦
争
直
後
の
数
年
間 

(

こ
の

と

き

は
生
摩

能
力
が
著

し

く
小
で
あ

っ

た
上
、

戦
中
に延
ば

さ

れ

て

い
 

た
需
要
の
圧
力
が
大
で
あ
っ
た

)

と
、
.

一
九
五
四

？

五
年
の
一
1

と

を

別

と
 

す
れ
ば
、
全
般
的
な
過
剰
需
要
が
イ
ン
フ
レ
の
原
因
と
な
っ
た
.と
み
る
の
は
妥 

当
で
な
い
.と
考
：え
：る
。：̂

;
ハ
ロ
ッ
ド
^：
'「

一
九
五
四
年
ま
で
の
三
年
間
に
お 

け
る
物
俩
騰
貴
を
需
要
イ
ン
フ.レ
I
シ
'ョ
ソ
の
せ
い
に
す
る
こ
と
は
で
き
な 

い
0

1

九
.五
—:
1
.年
は
明
ち
.か〉

に
景
気
後
退
の
年
で
あ
っ
た

」

と
み
て
い
る
し
、

一
ガ
ま
七
年
につ
い

て

も

，

「

ゆ
る
や.

か
な
コ
ス> '-

'
.イ
ン
フ
レ
ー
シ
3
ン
は
あ 

.っ
た
が
、
：；
ケ
イ
ン
ズ
的
な
意
味
で
の
需
要
イ
ン
：フ
レ
ー
シ
ョ
シ
は
な
か
；？
た

j 

.と
言
っ
て
へ
い
る-:
0:

何
故
、
わ
れ
わ
れ
が
英
国
の
イ
ン
ラ
レ
ー

シ
ョ
シ
.を 
一

§

 

超
過
需
要
イ
ン.フ
レ
.で
あ
る
と
み
な
い
か
，の
主.な
る
理
由
は
、
物
価
上
昇
期
に

.
三
.五

(

一

二)



も

供

給

.
‘

(

及

至

.生
產)

能

カ

^

カ̂

八

^
な

く

と

も

释

在

的

な

余

カ

^

が

あ

々
 

ず

た

が

らV

ぶ

る

か

ら

ザ

知

る.が
'̂
と

の

点

に

つ

い

て

は

後

に

説

明

ず

る

こ

と

.

,
.
'
0
部
分
馨
聚

過

剰

ィ

ン

フ

レ

し

か

し
、
：：需
要
は
す
べ
て
€>
:
生
産
資
源
の 

供
^

^
ガ
に
対
し
て
全
般
的
に
過
剰
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
0
屯
藤
資
源
の
.
一.
. 

部
の
重
要
な
る
敗I

力
に
対
し
.て
需
i

剰
が
生
ず
れ
ば
、
.そ
の
部
門
に
価 

格
騰
貴
が
生
じ
て
、
と
れ
が
経
済
全
般
の
.ィ
ン
フ
.レ
を
誘
起
す
る
.こ
と
も
多
い
。 

第
一
に
設
籠
カ
に
つ
：い
て
次
：の
よ
う
な
ケ
ー

ス
を
考
え
る
C
と
.が
出
来
る
。

(a
)
生
産
！

能
力
全
般
：に
対
し
て
舞
過
需
要
が
あ
る
場
合
。
：

'(b
)

一
 

部
の
重
要
な 

産
業
の
：生
産
！̂

力
に
対
し
て
越
過
需
要
が
あ
る
場
合
。
こ

れ

ら

の

«

ム

ロ

に 

は
、
失
業
を
伴
うィ
ン

：
フ

v

か
あ

り

得
る
。
普
通
、
ボ
ト
ル
ネ
.ツ
ク..
イ

ン

フ
 

レ
と
呼
ば
れ
る
の
ほ
⑶
の
場
合
で
あ
る
。
.
急
速
な
る
経
済
成
長
期
に
は
、ボ.ト
ル
. 

ネ
ッ
ク
が
生
ず
るこ
と

が
多
い
が

、
.そ
の
場
合
に
は
、
'次
の
よ
う
な
現
象
が
生

• 

ず
る
。
©
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
.‘
イ
ン，
フ

レ.：が
生
じ
、
そ

の

部

門

に

貴

が

生
 

じ
て
、
ィ

シ

フ
1/
庄
カ
を
生
む
か
、(8
)
或
い
は
ボ
.ト
ル
ネ
ッ
ク
産
業
の
供
給
ロ
叩 

が
輸
入
可
能
な
ると
き

.は
輸
入
が
増
大
し.

(

こ

の

場

合

に

も

その
供
拾
品
コ
ス 

ト
は
割
高
と
な
る)

、

国
際
収
支
面
を
通
じ
て
成
長
め
制
約
と
'な
る
か
、
，
©ま
 

た
.は
、.
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
産
業
が
電
力
と
か
鉄
道
輸
送
.の
よ
う
に
麗
統
制
さ
れ 

て
い
る
上
に
、•輸
入
出
来
な
い
場
合
に
は
、

一
4^

音

g

の

^

^

騰

貴

や

輪

入
 

が
多
少
み
ら
れ
て
も

——

供
給
が
絶
対
的
に
：不
足
し
て
、
文
字
通
り
成
長
.の
ボ 

ト
ル
’ネ
ッ
ク
に

な

る

。
更
に
必
ず
し
も
統
制
さ
れ
て
い
な
く
て
も
供
給
の
'連
延 

と
い
う「

潜
在
的
イ
ン
フレ」

の
か
た
ち
を
とる
こ

と

も
あ
ろ
う
？
い
ず
れ
の

.

,

.

:■

'
 

三
六
：(

一

-:
一.

)

場
合
に
し
て
も
、
ボ
ト
ル.ネ
ッ
ク
が
成
長
：
0
制
約
：に
な
る0
.
.わ
が
国
：で

も

襲
 

景
気
と
い
わ
れ
た
成
長
期
に.、
鉄

銅

彥

：い
：.て
は
©

@
が
生
じ
、
電
力
と
輸
送. 

に
つ
1>
て
©
が
也
じ
.た
6
:英
国
：に
お
い
て
も
歡
が.活
発
.に
な
さ
：れ

彦

況

期 

に
は
、
鉄
銅
産
業
.が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
'り
、
;:
鉄
_
の
供
給
に
依
拠
す
る'とAJ 

ろ
の
.大
き
^-
機
械
産
業
の
投
資
也
制
約
す
る̂
2
と̂
な
ク
た
0
し
か
し
、
英
国 

の
鉄
銅
業
の
爆
合
、.
»過
需
要
乃
至
ボ
.ト
ル
ネ
ッ
ク
と
い
ぅ
言
葉
が
真
に
妥
当 

す
る
か
若
干
の.疑
問
が
残
る
。

」

>
の
点
に
つ
：̂
て
は
後
に
明
ら
か.に
す
る
0 

■第
1
ー：に
醫
能
ヵ
で
な
く
て
、
免
勝
か.他
^

#
か
.わ
外
い
で
嚴
激
静
皆
が
生 

ず
^
こ
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、(0
)
労
働
の
供
籠
力
全
般
に
対
し
て
靈
需 

要
が
あ
る
場
合
。(d
)
.—*
部
の
特
殊
な
労
働
の
供
籠
力

(

主
と
し
て
熟
練
労
働

) 

に
対
し
て
@
過
需
要
が
あ
る
場
合
。，
こ
れ
ら
：の
場
合
に
は
遊
休
醫
を
伴
ぅ
イ 

ン
フ
.レ

が

生

じ

得

る

。
'

::
;
:
”

'

」

更
に
.第
三
■に
、
資
金
供
給
に
対
个
か
歡
翁|
务
が
生
ず
る
場
合
も
あ
る
。

わ
ォ
わ
れ
は
需
要
圧
力
イ
シ_.フ
レ
と
し
て
.
I
'fs
'こ
の
ょ
ぅ
な
分
類
を
し
得
る

が
、
こ
の
際
、.次
ひ1.1

点
に
留
'意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
供̂
^

力
に
対
し
て
P
過
需
要
が
あ
る
と
い-つ
て
も
、
こ
れ
はそ
れ

ぞ
れ
の
場
合
の
生

産
要
素
の
最
大
可
能
生
産
能
力
以
上
の
需
要
が
あ
る
と
：い
ぅ
こ
と
：を
必
ず
し
も

意
味
し
な
：い
。
オ
リ'ゴ
ポ
リ
ー
的
性
格
の
支
酿
的
な
現
代
資
本
主
義
経
済
に
お

〜
い
て
は
、
需
要
が
最
大
可
能
供
給
能
力
に
^i

f

い
た
！
^

、——

賃
上
げ
の
た

め
の
-コ
ス
ト
上
昇
な
ど
を
口
実
に
：し
て

——

生
産
要
素
め
供
給
者
が
自
己
の
供

給

物

の

.
^
^
を

弓

上
.げ
る
.こ
.
.と
、に
.よ
.ヮ
て
イ
ン
フ
レ
化
の
圧
カ
を̂
み
⑴
す
こ
. 

(

f〕
:

.と
に
な
る
。
特
に
オ
リ
ゴ
ポ
リ
ー
企
業
の
变
配
的
な
産
學

(

米
国
の
鉄
銷
業
が

そ
の
典
型)

の
場
.合
に
は
、
供
給
能
ガ
の'余
力
が
充
分
あ
り.な
が
ら
も
、
供
給 

(

乃
至
生
産〕

を
⑽
m
し

て

、

疑
似
的
超
過
需
要
の
現
象
を
生
じ
さ
せ
る
,J

と 

に
ょ
つ
.て
、
錯
引
上
げ
を
行
な
ぅ
。

こ
の.場
合
に
は
、\
§1
1
糊
>
宠
^

9
關 

阼
龉
辦〕

で
あ
り
な
が
ら
、
泰
鄉<
菊
_
 

9

_辟
酣〕

：潘
ひ
で
あ
る
。
す
な 

わ
ち
、
実
際
.の
供
給
と
歡
在
的
な
：供
給
能
力
と
め
間
に
'ギ
ャ
ッ
プ
が
坐
ず
る 

§

§

$
 

s
HM
fc
赂
规)

A

#

&

s难

雖
9

t

o

i
 

経
済 

全
般
に
オ
リ
ゴ
ポ
リI
的
産
業
が
増
大
す
る
場
合
に
は.、.
こ
'の
種
の
原
因
に
ょ 

る
ィ
ン
フ
レ
現
象
が
重
要
に
な
る
。

こ
の
場
合
に
4
、

一
見
、
靈

需

漂

あ
 

る
よ
ぅ
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
真
の'超
過
需
要
で
：ば
な
い
，の
で
、
こ
れ
を
供
給 

能
力
に
対
す
る
！̂

需
要
の
あ
‘
場
洽
に
生
ず
が
ィ
ン
フ
レ
と
同
一
視
す
る
'こ 

と
は
妥
苗
で
な
い
。
こ
の
植
：の
現
象
ぼ
■才
リ
-

%
リ
I
の
支
配
的
に
な
つ
て
き 

て
い
る
現
代
資
本
主
義
独
特
の
経
済
構
造
か
ら
生
ず
る
イ
ン
フ
レ
現
象
で
：あ

る

. 

の
：
で

、
_

的

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ヨ

：
ン

と

，
し

て

.

分
類
す
ベ
•き
で
あ
ろ
ぅ
。

(

注
1>

ノ 

.

,

ガ
ル
プ
レ
ィ
ス.「

豊
か
な
社
★」

.鈴
木
哲
太
郎
訳
、

一
九
五
頁
。

第
一1

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：こ
と
は
、
.
.需
要
イ
ン
フ
レ
と
い
つ
ハ
て. 

も
、

コ
ス
ト
V*
イ
ン
フ
レ
と
裏
腹
の
塞
な
関
係
の
：あ
る
場
合
が
多
い
と
.

 ̂

こ
と
...
で
あ
る
一0
'な
ぜ
'かAJ

■い
/

TV

と
：コ.ス
.卜
‘
.イ
シ
'フ
レ
'を
生
む
4
'ス
ト
上
興
は
，
 

超

過

襲

が
.あ
キ
て
勒
め
て
生
ず
る
ど
と
が
多
い
か4
:で
"あ
.る
。
#
賃
コ：：

ス 

ト

•
ィ
ン
フ
レ
は
^

R

へ
；の
M

需
要
が
な
く
て
ば
生
じ
な
い
衣
况
ぅ
。
"
原 

料

V
動

力

，，輸
送
コ
ス
ト
の
上
興
は
そ5
し
た
.も
の
.に
対
す
る
掛
過
需
要
が
あ 

る
場
合
に
生
ず
る
で
あ
ろ
も-:
.
、
-
バ

：

-

.

3

K

.

K
 

,イ
ン
.フ
レ
.
.■
し
；か
し
、
.
.
.
"コ
X

ト
上
昇
と
い
ぅ
現
象
ガ
需
要
班
カ
と

,

.

.

.

. 

.

.

.

. 

•

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長•
イ
ン
フ
レ
•
分
配

は
か
な
り
独
立
的
に
生
じ
て
い
る
場
合
に
.は
、
需
要
イ
ン
フ
レ
と
_
&
別
し
得
る 

だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
：輸
入
原
料
の
上
昇
の
た
め
原
料
コ
.ス
卜
が
増
大
す
る
場 

合
と
',か
、
強
力
な
労
働
組
合.に
よ
っ
て
«
金
；コ
：
ス
ト
が
上
昇
す
る
場
合
には
、

コ
.
ス
ト
«:
か
ぢ
办
座
カ
.の
た
め
.に
、
止
む
を
得
ざ
る
■

引
上
げ
が
行
な
わ
れ 

,る
だ

ろ

う

。

こ
：
の.■
合
に
は
^

^
が
.コ
ス

ト
以
上
に
高
騰
す
る
の
で
な
く
、コ 

■
ス

ト

と
共
に
上
昇
す
る

と

"い

う点
で
、

一
fs
、

需
要
イ

ン

フ

レ

と

.
は
区
別
さ

る
 

.
べ

き
だ
：ろ
^

)

う

，
ま

り

、
;.
コ

ス

：
：
ト.
イ
ン
フ

レ

.と
；い

：う

場

合

に

は

コ

ス

ト

の

上
 

が
物
的
坐
産
性
以
上
の.土
昇
を
し
、——

す
な
わ
ち
両
者
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が 

:

生

ず

る
の
^

1

-

i

n

s

i

M

A
 

u

>5
ブ
§

秘)

、
企

業

と
し
て 

.
:
:
4'
1

を
引
上
ぼ
ね
ば
、

「

利
潮
が
小
に
な
る̂

で——

す
な
わ
ち
.コ
ス
ト
に
突 

:#'
上
げ
ら
れ
て
引
上
げ
を
す
る
蓉

.で
；あ
.る
0
'

法
1

M
ハ
卩
ッ
；ド
前
掲
書
八
九

〜

九
0
頁
。

::

コ
ス
ト
面
か
ら
の
，圧
力
が
主
原
因
と
な
っ
て

生
ず
る
'イ
ソ

フ
レ
と

し

て
、

1
0、
次

の

'よ
う

な

も
.の
.
.
を

あ

げ

る

こ.と
が

出

来

る
::
°.
.
"
'

へ
.'

(a
)

労

賃

.

n..KZ

ト

.
•：イ
ン

..
フ

...
レ

：
.

-

側
：
原
料
一
動
カ
>;
:

輸

送
£1
.

ス
ト
'

イ

ン

フ

：
レ

：
：

.

.(0
才

I
、、
ハ
ー

へ

v

ッ
.へ
ド
■コ
'■ス
ト

：.イ
ソ

.フ
レ
ン
：

(a
)
は
S

一
の
米
英̂

和
い
て
、:
コ
ネ
个
ノ
イ
シ
ス
レ
：の
主
原
因
の■•
つ
と 

し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で.あ
る
が
、
後
に
詳
述
す
各
：の
：で
、
こ
こ
で
.は 

-.
述
ぢ
な
い
。㈦

叹
う
ち
腠
料
ー
产
ス
ト
上
昇
は
、

'
九
芄
西
赁
前
の
英
国
経 

済
の
4,
シ
'デ
1/
に
相
当
の
関
係
を
持
つ
て
い
た
と
_

さ
れ
る
'0

英
国
の
よ

.ぅ
に
、
原
材
料
の
多
く
を
輸
入
じ
て
い
る
国
-に
：お
い
て
は
、
.：原
材
料
コ
ス
ト 

:
:
• 

三

七

(

一
一
三)

\ 

.

.

. 

.

■

.

:

,
 

'



第 三 図  
いずれの場合も（1956年平均= 100)

108 H 
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104

1 0 2  r\ 
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104
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100
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製品卸売価格

基礎原料卸先価格

II III 
1957 年

IV I I 111 
1958年

W I II
1959 年

コ一ェン委員会第三次報告

* Council on Prices, Productivity &  Incomes’ July  

1959, p. 5 より。

.

し
か
し
、l

九
五
五
年
以
降
に
つ.
'い
て
は
、.輸
入
価
格
を
M

上
昇
を
促
し 

た
コ
ス
ト
面
の
一
因
と
み
る-
と
^
出
来
な
い
。
特

に一：：

九
五
六
年
か
ら
：一
九 

'五
九
年
に
か
け
て
は
輸
入
麗
が
著
し
く
低
下
し
ハ
そ
れ
と

(

と
も
に

義

原

料 

の
卸
売
M

も
急
落
し
て
い
る
の
に、
.小
売
物
価
も
製
品
の
卸
売
物
価
も
上
昇
：
 

を
続
け
て
い
る
の
で(

第
三
図)

、

こ
の
と
き
の
ィ
ン
ブ
レ
ボ
原
料
コ
ス
ト
压
. 

カ
イ
ン
フ
.レ
.
で

.な

い

こ

：
と
：
は

明

ら

か

.

で
あ
'る
。
だ
.か
ら
、
投
資
が
活
発
に
行
な-
'

:

現
代
資
本
主
義.に
：お
け

る
成

長
•
イ

ン

フ

レ•
分
配

わ
れ
る
時
期
.に
、
必
ず
輸
入
原
料®

の
上
昇
を
通
じ.て
の
^
:
ス
ト
庄
力
が
あ 

る
と
は
い
え
な
い
。

一
九
茬
四
年̂
ま
の
好
?5
2

期
に
お
け
る
輸
入1

上
昇
は 

多
分
.に
偶
然
的
な
要
素
を
も
持
つ
。：；
ま
た
、
好
況
期
に
原
料
輪
入
標
の
増
大 

が
生
，

：の
は
、
好
浞
の
た
：玲
の
^
:
輸
入
の
増
大
が
世
界
的
規
模
で
生
ず
る 

か
ら
.で
も
お
：る0
い
ず
れ
に
せ
よ
、
輪
入
原
料
コ
ス
ト
を.®
じ
て
の
ィ
ン
フ
レ 

压
力
^

一：如
五
四
年
^
刖
笟
は
重
要
な
ィ
ン

.

フ
1/
-

_
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以

.

三
、九

：(

一
一
五)

.

t
| |

I!
is
Ij

IM
I j
|!
&

II

I!
令

广

事:
|

|
t

|!

II
|i

i!
1 |

1

I!
I
li

|!
!

II

l!
!；

i
!

!!

f ：
li
5 ；
I!

II

の

上

昇

の
.多
く

の

！§分
が

輸

入

德

の

上

昇

に

ょ.っ：
；
て

生

ず

る

。
：：
，
；

(

英

国

の

：

.輪
入
の
も
ぅ一

:つ
0
大
.き
.な
品
目
は
食
糧
で
あ
る_が
.、
，輪
入
食
糧
1{
1
]̂

の
上 

-
昇
も
、
生
th
.費

.

〈

..こ
れ
.は
^
'働
カ
.再
生
産
.の
■コ
.
Xト
：■.で
，..あ 
'る
^
■'

—

v
M
^
o
.
j;
.

:
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図国際収支と在庫投基1̂ の関係

(輸 ;百万ポンド

八•国 際 収 支 : 一 一

Bf在 難 投 资 額 -----

C 財及びサ^-ビ  一^  
スの輸入額

:

i

 

o

f
 

1

-::

昇
を
通
じ
て
や

は

り

コ

ス

ト

.

ィ
ン
フ

レ
を
促
し
.た
6
第
五
節
参
照
。) 

実
際
に
、
英
国
の
場
合
を.み
て
み
る
と
、

/

在

庫

投

資(

主

と

し

て

...原

料

在
 

庫)

が
増
大
し
た
時
期
に
、
輸
入
価
額

(
H
A

盤X
_
A

含
密
の
上
昇
が
あ

(

注
1)

.

.

.

■

.

り
：
こ
れ
が
ィ
ン
フ.レ
化
の
マ
ス
ト
圧
力
と
な
る
と
：と
も
に
国
際
収
支
悪
化
を 

'生
む
と
い
3
関
係
に
な
っ
て
い
た
。
英
国
と
か
わ
が
国
の
f

に
原
霖
へ
の
. 

#
入

馨

度

が

高
^'
国
で
；は
：、
：搜
資
が
活
発
に
な
っ
て
経
済
成
長
が
高
ま
る
枣

. 

,

,

期
に1

層
多
く
の
原
材
料
を
輸
入
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の 

腳|

 

.

ょ
ぅ
^.
国
に
お
い
.
'
て

は

、

輸

入

原

材

料

標

を

，通

じ

て

.
の

コ
ス
ト 

5

?;
s

.
圧
力
と
';
:
'
国

際

収

支

へ

の

'

影

響(

従
っ
て
.
成

長

：
の

制

.

約)

は
相
^
 

、ニ
；
重
要
な
意
味
を
持
っ
と
獲
さ
％)〈

.；

_

ac
.
_ 

(

注
1)

第
：二
図
か
ら
、
輸
入.価
額
並
び
：に
国
際
収
支
と
在
墘
投 

.

資
と
.の
間
に
か
.な
り
は
'
?き
り
し
た
逆
：相
関
関
係
の
あ
る
こ
と 

:

が
^
,か
：る
。

：

こ
れ
.は
投
»
活
動
め
盛
ん
な
時
期
に
輸
入
師
頮
が 

:

増
加
し 

>
こ
.れ
が
国
際
収
支
惡.化
の
重
要
：な
原
因
と
な
っ
た
こ 

と
を
示
ん
て
い
る0
.

こ
こ
で

，

輪
入
価
額
が
上
昇
し
た
の
は
、
輪.

:

入

原

：科

の

量

が

増

大•し
た

上

に

、(

1九
2£
四

年

以

前

.
の

場

合
 

.

.

.
に

..
は)

' そ
の

価

格

；も.上
#
し

た

.た
め

で
.あ
.る
0
-

(

輸

入

.®
格

の

変
 

.動
が

猶

入
.俩
額

の

動

ぎ

を

相

当

，
左

右

し

.て
い

る

こ.と
は

、

第

二
 

:図
の

G
と

第

四

図3(

四

八

頁)

：
と

を

比♦へ
て

み

る

と

わ

か

る
0)

C

法 
2)

こ
：5
.し
た
点
に
つ
l-
'
-c
^

w
，
2
u
r
k
s
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T
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後
に
お
.け
る
イ
ン
：フ
レ
現
象
を
説
明
出
来
な
い
，し
、
ま
た
、
.現
代
資
本
主
義
社 

会
に
お
け
る
イ
ン
：フ
レ
現
象
に.と
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
要
因
ヤ
あ
る
と
も
® 

わ
れ
な
；-

s
-
t
.
:

V
.
.
'
: 

.

:

..

ま
た
英
国
で
は
動
力
、
輸
送
に
：：つ
い
て
は
、
.電
力
、
.'
石
炭
、.ザ
ス
、
：：：鉄
道
が 

.

.

围

宽

産

業

：で'本
り
、
.そ

の

德(

特
に
.工
業
用
の
価
格)

.
：
，
は

」

般

物

価

に

比
 

し
て
、
か
な
々
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
他
の
：動
力
や
输
送
コ
ス
ト
に
：多 

少
：の
上
昇
が
あ
っ
た
と
し
て
^
、
こ
の
面
か
ら
の
コ
ス
ト
庄
カ
が
大
で
あ
っ
た

と
は
考
え
む
れ
な
い
0
. 

■ 

.■■
:

--

•■

次
に
(0
)
の
オ—

バ
I
へ
，ッ
ド
コ
ス
ト
の
庄
カ
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
も
の
が 

考
え
ら
れ
る
。
 

/

:

0

:

先

ず

第
：：「

に

^
規
摸
醫
を
有
す
る
産
業
の
，
場

4

ロ
に
.は
生
産
能
力
の
稼 

動
率
の
低
下
の
た
め
に
、
単
位
当
り
の

n

ス
K
が
土
昇
す
る
こ.と
が
あ
る
。

：

稼 

動
率
が
低
下
す
る
の
は
、
需
要
压
カ
の
低
い
と
き
で
あ
る
か
ら
、
自
由
競
争
的 

な
社
会
な
ら
ば
む
し
ろ
低
落
が
生
ず
る
は
ず
で
あ
る
が
,
独
占
乃
至
オ
リ 

.ゴ
ポ

リ
• I
産
業
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
合
か
コ
ス
ト
庄
カ
を
德
引
h
げ
に
；転 

.化
す
る
こ
と
'か
可
能
で
あ
る
。

一.九
五
五〜

七
年
当
時
に
お

け

る
篕

の

鉄

鋼
' 

業
及
び
息
卑
産
業
に
こ
め
種
の
現#
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
ぅ、，
. 

し
た
場
合
に
は
、
.生
産
制
限
に
ょ
っ
て
生
産
高
と
生
産
能
力
の

ギ

ャ
ッ

プ

：が
増 

大
す
る
こ
と
に
な
る
。i

が
増
加
し
、
i

需
要
と
生
産
能
力
を
乍
り
出
す 

か

.

.生
産

供̂
給)

の
増
加
率
は
生
産
能
カ.の
增
加
率
ょ
り
低
く
な
る
わ
け̂' 

あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ-V

K

丨
マ
I

的

な

武

l
/
a
>
I
<
?

を
使
っ
て
表
わ
せ
ず
、

潜
柱
的
な
最
大
限(

乃
至
そ
れ
に
'近
.い)

生

産(

供
耠)

能
力
の
増
分
P

&

.

四
：〇

a
1

六)

:
>
;
実

際

：
の

生

産

.
'

(

供

殮

ノ

カ

の

素

；

(

-r)

'
と
の
：間
の——

つ
ま
り
3 (

最 

;
太
限
の
限
界
投.廣
生
.産
性
.

)

：
と

^

«際
め
限
界
投
資
生
產
性

)

と
の
.問
の
I
 

—

讓

漢

に

な

：
る

^

け
で
あ
る
。
:i
5
し
て
、
J
If^
<
I
3で
：あ
り
な
が
ら
、 

4

^
需
要
が
過
大
で>あ
る
か
；の
如
き.
d

v

I,̂)

：
現

象

が

生

ず

る

の

で

あ
 

'る
0「

オ
リ
'ゴ
，ポ
リ
ー
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
現
代
資
本
主
義

」

.の
構
造
的
ィ
ン 

. 

'フ
レ
^
象
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

創
出
効
果
と
い.う
投
資
の
所
謂
一
一
重効
果
を
み
る
だ
け
で
■は充
分

で

な

い

。

先
 

の

式

の

右

項

を

、
ぐ

更
£

1つ
に

分

け

て

、

こ

れ

ら

三

つ

の

効

果

の

大

小

関

係

 ̂

%
l
/
a
v
L
?
2
<
I
《
i 

'
.
に
注
意
す
る
こ
と
が
、必
要
で
あ
る
へ
現
代
資
本
主
義
社
会
に 

。

ぉ
ぃ
て
は
、J

J '
.か
ぃ
V

か
|:
£

6
歡

象

,

(

そ
れ
に
伴
ぃ
ィ 

ン
フ
レ)

が

存

在

し

家』

、
歡

や

象

歡

雾

象

影(

将
来
の
所

得
ま
で
を
も
有
効
需
要
化
さ
せ
る
：た
め
の
信
用
販
売
制
の
拡
大
、
有
効
需
要
喚 

..起
办
た
め
の
成
吿
、
販
売
費.の
増
大
等)

が
み
ら
_れ
る
：と
.い
う
奇
妙
な
現
象
.を

• 

生
ず
る
が
、
こ
の
謎.を
解
く
鍵
は
こ
こ
に
あ
る

0 

(

後
記
参
照)

,.

(

注

1)

供
給
能
力
め
制
限
は
一つM

は
設
備
の
稼
働
率
の
抑
制
にょ
っ

て
生 

ず
る
。
稼
働
率
低
下
に
ょ
る
生
産
制
限
は
、

I

方
に
.お
い
.て
独
占
的
供
给
企 

，.
.業
を
需
拾
関
係
に
お.い
.
:T
有
.利
に
す
る
が
、
'他
.方
、.

コ
ス
ト
'
面

の

压

カ

パ

大 

き

、

の

て

.

.

設
備
.投
資

：そ
の
も
'の
を
制
限
す
.る
と
い
う
や
..り

方

も

と

らL 
. 

る
0
戦
後
及
び
最
近
の
英
国
の
場
合
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
意
味
で
の
生
産
 ̂

プ
带
限
ヵ(

す
な
わ
れ
.
.
^
.

(

後
述)

.，

こ
.の
場
合
に
.も
'や
'■は
.り
、

潜
在
_的
供
拾 

,

:(

生
産)
能
力
が
.あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

現
象
的
に
超
過
需
要
が
み
ら
れ 

て
.も
、
そ
れ
を
；抑
制
す
る
策
が
適
当
と
い
え
な
い
場
合
が
多
い

0

©>
..

オ

ー

バ

，丨

へ

ッ

ド

'

:

コ•ス
ト
.の
上
昇
は
稼
動
率
の
低
下
に
ょ
.っ
て
生
す
る
だ

.
広
告
、
，
販
売
費
の
増
大
も
重
要
な
隱
で
あ
る
。
オ
リ
ゴ
ポ
リ
ー
的
産
業
に

. 

お
い
て
は
、
競
，争
も
激
し
く
て
、
こ
.の
植
の
費
用
が.膨
大
に
な
っ
て
き
て
い
る.
. 

こ
と
.は
周
知
の
通
り
で
あ
る。
：
，

,

©

更
に
、
研
^

調
査
費
の
樊
も
オ
ー
バ
ー
へ>
ド
コ
ス
ト
増
大
の1 

.因
と
な
っ
：て
い
る0.
.
;
.
,
' 

■■
■:

し
か
し
、
^

^
新
は
生
産
効
果
を
高
め
る
か̂
、
技
術
I

に
：役
党
つ
 ̂

I
バ
I
へ.
.ッ
ド
コ
ス
ト
'の
増
大
は
、
爽
ず.し
i
藝
と
生
産
と
の
.ギ

ャ
'7
プ
を 

■大
き
.；v
-し
な
い
で
、.
こ
の
開
き
を
縮
小
す..る
，‘の
：.に
役
立
-;
0
:こ
.と
も
あ
る
。
宣
伝 

.広
告
販
売
活
勦
の
増
大4

、
. 

：l.

面
で
は
濡
栗
を
熘
太
さ
せ
：て
、
.稼
動
率
の
増
大 

(

或
い
：は
長
期
的
に
大
敗
摸
化
に
ょ
る
コ
ス
ト
俾
;$
;
に
役
立
'

CV

と
：い
ぅ
他
格 

を
持
つ
。
し
か
し
、
オ
リT
Vポ
リ
ー
的
競
争
の
激
化
す
る
現̂

;
本
主
義
社
会 

.に
お
い
て
は
、
宣
伝
や
販|
-£
7
1
3
の
た
め
0
努
カ
は
互
に
相
殺
さ
れ
合
ぅ
の
：で
、
，全 

体
と
し
て
、
投
入
費
用
の
，割.に
^

^
が
あ
が
ら
な
い
。
そ
れ
故
、.社
会
全
体
.と

•
 

•
 

•
 

.
 

.

.

.

.

.
 

一.. 

•••
 

.
 

..
 

-V-S

し
：て
み
る
と
、

に
お
い
て
、
オ-
バ
I
へ
ッ
ド
コ
ス
ト
を
増
大
さ
せ
る
傾

向
.を
持
つ
0

*.
：
；

.

: 

V

 

へ

,
■

.;

四
、「

イ

ン

フ

レ

ー

シ
3
:ン
、の
構
造
的
原
因
へ

し
か
し
、
こ
の
種
の
コ
ス
ト
イ
ン
フ
レ
を
検
討
し
て
み
る
と
、，
そ
れ
ち
が
単 

.
に

コ
ス
ト

压

カ

ず

ン

フ

レ

と

い

ぅ

よ

り

弩

現
代
資
本
主
義
匕
特
徵
的
な
も
っ 

と
深
い
原
因
に
根
ざ
し
て
い
る.之
い
ぅ
こ
と
.に
気
が
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。
需

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長
•
イ
ン
フ
レ
•

分
配

要
が
減
じ
て
稼
動
率
が
低
下
し
な
が
ら
も
®

が
..上
昇
す
る
の
は
オ
リ
ゴ
ポ
リ
 

丨
だ
が
方
と
そ
あ
り
得
ネ
の..で
あ
る
。
広
告
、'販

囊

：の.繼

も

、

一
つ
に
は 

オ
リ
：ゴ
ポ
リ
ー
間
の
競
争
の
独
自
性

c

広
告
等
が
相
殺
さ
れ
合
ぅ
こ
と
、
及
び 

価
格
競
争
ょ
：:.
0

%
非
価
格
競
争
が
重
要
に;^
る
こ
と
> 
の
た
め
で
あ
り
、
ま
た 

■
:1

つ
に
は
、.
.
'
有

響

要

©
俊
性
的
不
況
を
克
服
す
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し 

て
こ
.の
種
.の
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
を
か
ら
で
あ
る
。
®

、
こ
れ
ら
の 

オー

バー
：

へ
：
.ッ
ド
，コ.ん
ト
：の
増
大
は.、
オ
リ
*コ
ボ
リ
；

—

が
相
当
支
配
的
に
なっ
 

.て
き
て
い
る
現
代
資
本
主
義
社
会̂
お
け
る
構
造
的
矛
盾
が
原
因
と
な
：っ
て
い 

.る
と
.い
.え
■よ
.ぅ
0 

■ 

_

:
物
的
生
産
の
増
大
に
直
接«

箄
つ
と
：こ
ろ
の
少
な.い
.こ
め
種
の
|
*
が
増
大 

.す

る

驚

、
囊

吃

坐

産

，
'

(

供
給>:

増
大
効
果
を
小
さ
く
す
る
力
が
働
く
 

(

と 

い
ぅ
ょ
り
も
、：
技
術
苹
新
と
：欠
規
模
化
：に
ょ
..り
、
大
き
.く
な
る
べ
き
は
ず
の
傾 

向
が
；抑
制
さ
れ
る

y
.

こ
づ
し
てfg

給
の
バ
ラ
ン
.ス
が
維
持
さ
れ
る
か
た
ち
と 

な
り
广
潜
在
的
成
長
カ
は
抑
制
さ
れ
る。
'

.::
:

:
非
生
産
的
投
資
の
増
大'.
',し
が
も
、
現
代
資
本
主
恭
社
会
に
お
：い
て
は
、
こ 

.ぅ
し
た
非
生
産
的̂

:
が
痼
別
i

fc
^
いて：だ：けで
な
く
、：社

に

お
 

い
て
拡
大
す
る0
都

留
-'
3
人
教
授
の
指
摘
さ
れ
る.
.-1
む
だ
.の
制
度
化
1_
も
こ
の 

■揮
の
傾
向
を
示
す̂

の
に
他
な
ら
な
い
。'こ
の
中
に
は
宣
伝
，
販
売
費
の
増
大 

-4
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
が
社
会
全
般.に
拡
大
し
て
、
第1

一
一
次
産
業
部
門
拡
大
の 

I.

因
^'
'
'^
る
と
こ
ろ
が
特
微
的.^
'.̂
る
。
...

」「

む
、衣
の
制
度
化1-
と
し
.て

他

.
に

重 

:

要
な
も
.の
は
、
，
や
.は
.り
都
留
教
授
の
い
わ
れ
ゐ.
■
の
加
速
度
的
陳
腐
化
及
び

加
速
度
償
却
：で
あ
る
が
、
こ
：れ
は
単
に
.好
況
と
か
.生
産
性
の
優
位
を
反
映
す
る

, 

.

.

.

.

. 

.

四

ニ

.

(

一
一
七〕

::
I:

参

!

|

!
I

I

I

1

I
*
I

1

I

：1

!

I



も
め
で
は
汝
く
、
ハ
先
述
の如
き

オ

リ
V
コ
ポ
リー

的
競
争
下
に
お
け
る
技
攀
新 

競
；#
*

め
|

^

^
の
；た
め
に
：促
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
-°

..

(

注
1)
中5

伊
知
部
編「

現
代
資
本
主
義.の
*
造」

所
載
の
‘都
留
教
授
：の
諭

さ
ら
に
あ
る
意
味
で
は

「

む
だ

の
制
度
化」

.
に
含
ま
れ
る
：か
も
し
れ
な
い 

が
、
軍
^
、
国
防
関
係
の
投
資
及
び
支
出
の
増
大
も
こ
の
種
の
非
生
産
的
投
資 

の
大
き
な
原
因
を.な
し
て
い
る
。

。
こ
れ
ら
の
投
資
は
有
効
需
要
を
作
り
出
す
け
れ
ど
も
、
.供
給
乃
至
生
産
効
果 

が
小
で
あ
'？
)
か
ら
、
生
産
能
力
及
び
生:a
に
対
し
て
有
効
需
要
が
.不
足
す
る
頃
 

向
を
抑
え
る
。
,そ
し
て
好
況
期
と
も
な
れ
被
有
効
需
要
が

■

で

あ

る

か

の如 

き
現
象
が
生
じ
、
ィゾ
フ

レ

化
の
原
.因
に

な

る
0
.だ
が
こ
の
種
の
構
造
的
制
度 

的
.

1
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
濡
要
を
単
純
に
超
過
需
要
と
み
な
し
て
、
需
要 

抑
制
策
を
と
れ
ば、
む
だ

の
制
度
化
や

生
産
能
力
の
制
限
がま
す

ま

す
行
な
わ 

れ
る
よ

う

に

な

り

、.潜
在
的
経
済
成
長
力
を
甚
だ
し
く
害
す
る
と

.い

う

悪

循

環
 

が
生
ず
る
，
で

あ

ろ

う

。と
の
場
合
の
み
せ
か
け
の
需
要
；
^

は

3

と

々

の 

雨
離
が
一
.産
業
に
つい
て

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
般
の
平
均
的
現
象
と
し
て ̂

じ

て

い

る
た
め
に
生
じ
た
も
め.で
あ

る

と

い

え

よ

う

。

i

の
英
国
に
お
い
て
も
、
潜
在
的
生
産
能
力
と
潜
在
的
成
長
力
と
を
無
視 

せ
る
こ
の
褪
の
誤
っ
た
ィ
ン
フ
レ
対
策
の
た
め
成
長
が
害
さ
れ
た
こ
と
は
、
'
シ 

ョ
ン
7
ィ
ー
ル
ド
の
指
摘
す„る
通
り
で
あ
る0

福
祉
国
家
的
公
共
サ
丨
ビ
ス
の
拡
大
。た
だ
、
英
国
の
場
合
と
米
国
の
場
合 

と
で
は
、
イ
ン
フ
レ
の
耩
造
的
原
因
に
若
干
異
な
る
点
が
.み
ら
れ
る
。
そ
の」

四
一
一(

一
-.
八
'

)

■

0

は

国

が

米

，国

よ

り

い
る
。
靡

：の
如
含
意
味
,

：；

F

非

生

産

的

露

這

畜」

ヾ
は
英
国
に
お
い

て
^

窗

み

ち

れ

る

が

、
米
国
の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
。
英
国
の
場
合
に
は
、 

医
療
、'
馨

、
_

等
の
福
祉
羅
的
サ
丨
ビ
ス
の
増
大
が
、
-1

生
産
的
|

®

 

の
割
合
を
減
少
さ
せ
る|

;

に
大
き
く
関
係
し
て
：い^

^

^

思
わ
1

る
。
し 

か
し
フ
と
ぅ
し
た
奮
艿
至
支
出
は
フ
同
じ
く

「

非
生
産
的
1-

投
資
^
至
支
出 

と
い
っ
.て
.も
ノ「

む
^

の
制
度
此」

'
.な
ど
の
場
合
と
は
、

は
っ
き
A

区
別
し
.て
考 

え
る
べ
：き
ヤ
あ
る0
:.

ガ
ル
ブ
.
レ
.ィ

ス
流
に
.言
克
ば
、
一

「

む
だ
の
制
度
化」

と
か 

不

必

要

品

；
の
.生

産

之

か
は
、

ン
ゆ
太
か
な
社
会
の
あ
る
が
、
§

国
家
的
公 

共
.サ
ー
ビ
ス
の
増
大
は
、
ゆ
た
か
な
社
会
の
病
を
な
お
す
も
の
で
あ
る
。
両

I
 

を
区
別
す
る
に
は
、

一M

の
社
会
的
価
値
判
断
が
必
要
で
あ

る

が

、

こ

ぅ

し

た

判
断
を
欠
い
て
い
る
こ
と
も
現
代
資
本
主
義
社
会
の
讓
上
の
難
点
で
あ
る
。 

(

注
1

0

,こ
と
で
、-1
生
産
的
投
8

.
と
は
、
住
宅
建
築
、
教
育
、
病
院
、そ
の
 

.他
の
八
ム
，的
サ
ー
ビ
ス
乃
至
行
政
的
性
格
の
サー

ビ

ス
を
除
く
す

べ

て

の

投

資
 

で

あ

る

。

(

注
2)

注
1
の
意
味
で
の「

生
產
的
投
資」

の
比
率
を
一
九
五
一
.年
以
降
に 

おf

る

英
国
の
純
投
資
額
につ
い

て

み

る

と

、そ
の
全
投
資
額
.に
占
め
る
比 

率
は
一
九
四

'八〜

五
一
年

平
均
に
比

べ

て

減

少

し

て

い

る

だ

け

で

な

く

、

絶
 

対
水
準
に
お
.い
て

も

低

下

し

てお
り
、
戦

前(

一
九
三
八

年)

に
比

し

て

も
 

低

く

な

：
っ

て

い

る0 (

第

四

表
参
照)

過
少
投
資
.
英
国
の
場
合
と
米
国
の
場
合
と
で
若
干
異
な
ら
て
，い
る
と
思
>っ 

れ
る

も

ぅj

つ
の
点
が
あ

る

。
そ
れ
は
、
操
短
と
販
売
宣
伝
費
の
た
め
の
才
I

⑴
第四表生産的投資 (1 9 4 8半価格)

(単位：百万ボンド）

純投資総領 生産的純投資

1938 676 282

1948 459, ： 277,

1949 530 .平均 348 •平均

1950 563 518 388 337

1951 519. 336.

1952 516 平均 260 平 均 '

1953 669 592 295, 277

Geoffrey M aynard: The Con­

trol of Inflation, 1957, p. 20；

|
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軍
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費
と
い
う
点
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寧
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l
i
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で
は
、
米
1

.

福

投

76
'
59
'

30
.
63
19
|

M a
nf
l

a
ぅ
ガ
顕
著
で
ぁ
る 

生

C

純

6 

4 

5 

5 

5 

5 

6

ey
I3
の
に
対
し
て
、
英

醜

.

38
48
49
50
B1
.

52
53
of
f

lc
'

国
で
は
蠢
カ

の■ 

.
第

.

1

1

1

1

1

1

1Ge
tr
.
■制
限
が
主
と
し

て
、
過
少
投
資
と
も
い
う
べ
き
か
-
た
ち
で
生
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

」

す

な

：わ 

ち
、.
先
に
も
注
に
お
い
て
少
し'触
れ
た
よ
う
に
、
稼
動
率
低
下■に
よ
る
オ
I

バ 

_

ヘ
ッ
ド
コ
ス
ト
増
大
を
避
け
る
た
め
に
設
備
投
資
そ
の
も
の
が

(

少
な
く
と 

も

1

九
五
：四〜

，五
年
を
別.と
す
れ
ば)

極
め
て
.控
え
目
に
な'さ

れ

た

。
.
.

「

■

、 

英
国
産
業
で
は
、
不
況
期
に
余
剰
能
力
を
持
'つ
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
に
損
を 

.
さ
せ
る
よ
り
も
、

に
高
^
^
で
輸
入
し
な
く
て
は
な
ら
な
ぐ
な
る
ほ
う 

.

が
失
う
と
.こ
ろ
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
信
じ
ら
れ
た

」

？
例
え
ば「

戦
■

中
、
鉄 

.鋼
業
の
責
任
者
の
主
要
目
的
は
な
ん
と
か
し
-て
余
剰
能
力
を
排
そ
う
.と
す
る
と

>」

ろ

に

あ

っ

结
,

つ.
玄
ゥ
、

供
給
側
に
ば
生
産
能
力
を
増
大
さ
せ
る
余
力
が

.

.

あ
る
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
そ
う
し
な
い
で
お
い
て
、
.
好
況
期
以
外
で
も
設
籠

カ
の
稼
1|

率
を
高
く
保
つ
.こと
-̂

よ

.っ
て

オ

ー

バ
ハ
.
.

ッ
.
ド

口

，
ス

ト

を

低

く

抑 

. 

'

ご

：

 

(

注
2)

え
る
と
と
も
に
供
給
を
制
限
しIて
、
高
^

^

を
確
保
し
よ
う.と
:1
.
.た
。.
.，.こ
.の
よ

.

.ヶ
な
や
り
方
を.す
る
以
上
、
好
況
期
に
は
当
然
、
；供
^

^

力
以
上
のm

過
需
要 

■

现
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長.•
'イ
ン
フ
レ
♦

ザ
㈣

が
生
ず
る
。
そ
し
て
、
そ
の
産
業
の
供
給
品
の
！
^
が
上
昇
す
る
か
、
さ
も
な 

く

ば(

或
い
は
同
時
に)

輸
入
が
増
大
し
て
、
い
ず
れ
に
し
て
も
国
際
収
支
に 

惡
影
響
を
与
え
、
経
済
成
長
を
制
約
す
る
と
い
う
結
果
に
な

っ

た

。

(

注
l
y A

.

 

S
h
o
n
A
e
l
d
:

 

British 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

Policy 

since 

t
h
e

W
a
r
,

 

S
5
S
,

 

p. 

3
2

.

:

(

，注
2)

.
英
国
鉄
鋼
業
に.み
ら
れ
る
こ
の
種
の
傾
向
が
や
は
り
、

オ
リ
ゴ
ボ
リ 

丨
間
の
協
調
的
抑
制
策
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
点 

■こ
.つ
.V

て
は
.

J
o
hn. H

u
g
h
e
s

 

“ Pl
a
n

 f
o
r 

s
"
ta>
<l
>
l

w
6
-Nationalisa-

.tion, 

.
1
9
5
00(

こ
の
小
冊
子
は「

フ
ヱ
ビ
ァ
ン
研
究

」

一
九
五
九
年
十1

一
月 

号
に

山
田
秀
雄
氏
に
ょ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

)

。

(

注
3

V

.

-
の
場
合
は
、
投
資
制
限
に
ょ
っ
て
潜
在
的
生
産
能
力
を
制
限
し
た 

の
だ
か
ら
、

こ
れ
を
：も
資
本
の
不
完
全
利
用
^

2
A
3

)

と
見
做
す
。

讓

、
米
国
に
お
い
て
も
こ
の
種
の
投
資
制
限
が
相
当
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う 

が
、
.英
国
.の
ほ
う
に
：、
ょ
り
顕
著
に
み
ち
れ
た
の
；は
1、

一
つ
.に
は
英
国
人
の
保 

守
的
控
え
目
な
毙
の
た.め
で
.も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
主
原
因
は
、
度
々
繰
り 

返
さ
れ
た
誤
れ
る
需
要
削
減
政
策
が
英
国
経
済
を
消
極
的
沈
滞

I

潮
に
し
て 

し

ま

っ

た
か
ち
で
あ
ろ
：
う

0

:'
..
'
/ 

.

.
'価
格
の
下
方
硬
直
性;'
.-現
代
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
ィ
ン
フ
レ
の
構
造
的 

要
因
と
し

て

：指
摘
さ
れ
る

も

う
一
つ

の
こ
と
は
、
オ

リ

ゴ

ポ

リI
的
傾
向
の
増 

大
の
結
果T

般
fb
し
た
.！
^
の
下
方
硬
直
性
で
あ
る
。
向
由
競
争
的
資
本
主
義 

下
な
ら
ば
、
長
期
的.に
み
で
物
的
生
産
性
の
瑙
大
す
る
産
業
の
^
^
は
低
下
す 

.

.る
膜
向
を
持
つ
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
不
況
期
に
お
い
て
低
下
す
る

.で
あ
ろ
う
。

.

、 

四
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第五表ェ藥分解生糜隹，4賛金， コスト 

(1953、5 8 年, 年平均増加率）

生 鹿 性 賃 金 労賃コスト

ア メ リ 力 2.9 3.8 0.9
ィ ギ V ス 2.5 ’ 6.5 4.0
フ ラ ンス 7.7 8.2 0,6

西 独 5.6 6.9 1.2

日 本 7.6 5.5 ^ 1 , 8

イ タ V ― 6,4 5.0 ^ 1 ,2

仏印は減少率)

生産性指数は生産指数+ 犀;H指数 

+ 分_ 時間指数，背賃コスト指数 

は賃金指数十生産性指数:

昭 相 3 5年 度 「経 済 白 書 」 p. 耵 4 による。

:

四

四

(

|

|
ー
〇)

.
ィ
^
フ
1/
0
問
題
を
検
討
し
：て
み
よ
ぅ0 :

米
国
.に
お
：い
て
も
労
賃
コ
ス
ト
のh 

.昇

:^
ィ
.ン
'フ
レ
要
0
と
.し.

H

指
^

'
る
者
が
多
_
€
、一.英
国
の
.場
合
の
ほ
ぅ 

が
、，一
賃
金
所
得
の
上
昇.に
伴
ぅ
賃
金
：コス
ト

の
圧
力
は
、
.よ
り
深
刻
で
あ
る
よ 

ぅ
に
思
わ
れ
：る
。.最
近
の
英
国
に
.お
け
る
賃
金
コ
ス
：ト
の
上
昇
は
、
第
五
表
の 

如

ぐ
/^
他
国
に
比
^
で
甚
だ
大
で
あ
る'0
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
は
低
く
て
、 

賃
命
上
昇
は
そ
れ.を
遙
か
.に
上
輝
っV

い
る
0(

第
五
表
及
び
'第
六
表)

。

，
へ
賃
金
ヲ
ス
ト--
イ
ソ
フ
レ
め
庄
カ
が
物
的
赞
働
坐
産
性

(

.ま
：た
.は
労
働
者
一 

'人
当
り.
の
生
産
高)

：
の
増
加
率
と
賃
金
コ
ス
ト
の
増
加
率
と
.の
ア
ン
バ

ラ

ン
ス

.

鳴

敗

塞

議

|

,

|

^

^
*1
オ
な
わ
ち
、

减
^

リ
シ|>

■ 

^

^

に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

■:
.■
ス
バ
 | 

o
, 

-6. 

0
 ̂
8
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0
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X
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l
i
:

難

1

務

實

会

の

第
.

'
'

，メV
ギ

ラ

:\
;

•'
;
タ

. 

>
生
'
.
一

V

は

’

f

調
査
で
は
、
 

'ア

彳

フ

西

' 日
イ

I 

眧

.

I 

.一.

'
广

. 

.
同
委
員
会
の

.

.

.
广 

. 

•
' 

..

.

.

と
こ
ろ
が
、
オ
リ
ゴ
ポ
リ
的
傾
向
が
強
く
た
る
と
、
■
物

的

坐

産

性

の

'增

大

し
 

て
ゆ
ぐ
産
茱
に
扣
い
て
も
、
':
:
生
産
性
の
増
犬
に
伴
.フ
て
漂
を
引
き
下
げ
て
ゆ 

.
く
こ
と
釔
し
な
い
で
、
：
P

と
！̂

だ
け
増
大
U
て
ゆ

く

0
そ
の
上
、
不
況
期 

.
に

お

い

て

も

が

，?

し
て
労
働
者
の
，賃
金
も

)

低
下
じ
な
い
：.0
:そ
れ
故
、: 

経
済
全
体
と
し
て
物
俩
騰
貴
の
傾
向
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。，

(

そ
の
種
'の

鹿
. 

業
に
お
い
て
も
、̂

^
_を
，引
上
_げ
れ
ば
こ
の
傾
向
：が
：版
ま
る
.：こ
と
は
勿
論
で
あ 

る
が
、

引
上
げ
な
い.で
も
生
ず
る
と
^
ろ
に
問
題
.が
あ
る
。

)

：：す
ヒ
わ
ち
、
物 

•

璧
働
生
産
性
の
上
昇
率
は
鹿
業
に
ょ-?
て
不
均
等
：で
あ
り
、
-
労
働
生
産
性
上 

畀
率
の
低
い
.(

或
い
は
低
下
す
る)

：
産
業
が
あ
る
.の
で
、
物
的
资
働
生
産
性
の 

上
昇
率
の
大
き
い
産
業
に
お
い
て
减
敗
知
^
埋
？1
:
|
#
^
<
潘
琢
许
酿
^

^
 

•M
と
な
っ
て

、

こ
9
ギ
ャ
マ
プ
の
分
が̂

^
引
下
げ
に
向
け
ら
れ
な
い
限
り、
' 

:経
^

^
体
と
し
て
イ
ン
フ
レ
化
の
庄
カ
が
生
れ
る
？
：何
故
か
と
い
ぅ
と

'>
他
の
’
、
 

部
門
に
お
い
て
も
、.生
産
性
上
昇
率
の
高
い
産
業
に
お
け
る
所
®

大
に
處
じ 

:て
所
得
を
高
め
る.た
め
.に
、
：そ
の
部
門
：で
生
産
す
る
財7^
至

，
サ

ー

ビ

：.

ス
.
'の
.価
格
.

高
め
る
こ
と
に
よ
？
て
価
値
生
産
高d

许
瞰
观x

§
>

を

高

，
め

：
よ

ぅ

，
. 

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
資
本
主
義
の
.特
^

^
ば
い
ろ
い
ろ
の
点
に.お

/>
て 

，
こ

の

褪

の

.

イ
ン
フ
レ
化
^

|
を
強
め
る
働
ぎ
ぞ
す
ふ0 
#

的
生
産
性
の
土
昇
率 

の
.低
い
産
業
ま
た
は
先
述
の
如
逢
豪
で
の-1
非
^

^

部
門
，

(

軍
需
部
門 

を
含
む>(

の
増
大
す
る
傾
向
も
そ
の
一
つ
で
あ
る。
.

..■
•
' 

.

.

.

.

. 

- 

:■.
.パ
.,
.
.
.
;
.
.
.
.
-

.
五

、
#
金

コ

ス

ト
.
•ィ

ン

フ

レー

；\

3
ン
0>
愉
：許

-:
'

.
 

.

次
に
最
近
の
イ
ン
フ
レ
と
し
て
最
も
し
ば
し
ば
論
讓
さ
れ
る

.コ
ス

ト
.
.

第六表生商高，貨金及び俸耠，利潤所得の上昇率指数（1 9 4 8年= 100)

1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956

1 生 m 高 100 104.6 109.4 111,9 111,0 116.4 122.6 127.3 127.8

2 a ) 総所傳 100 又 07.0 111.0 123.5 136.0 144.8 15B.9 163.6 176.2

b ) 賃金及 
び俸給*

100 106.8 112.4 126.2 134.6 142.3 151.9 165.8 180,6

c ) 利潤所 
得

100 108.3 108.3 HB.8 184.8 144.9 15B.9 161.2 169.3

3 一人当り
生鹿高

100 104.3 108.2 108.9 108.7 112,7 116.9 119.9 119.5

4 賃金俸給 
一人当り 
平均

. 100 106.5 111,1 121.9 131,8 137.7 144.9 156.2 168.9

Report に,Oomuilttee: FjOoh<

现
.代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長
•.イ
ン
ア
レ

質
問
に
答
え
た
経 

済
学
者
を
含
む
四 

八
人
中
四
.
〇
人 

は
、
賃
金
コ
ス
ト 

の
：上
.昇
が
何
ら
か

の
形
で
、
イ
ン
フ 

レ
の
原
因
.に
な
つ 

て
い
る
と
報
告
し 

た

(

世
界
経
済
調

聋

会

：.r

ア

メ

.リ

.力

..

'

の

イ

ン

；
フ

レ

.

—

シ

ョ

ン1

九

九

頁)

。 

>

資
本
家
、
経
営
者 

及
び
そ
c>
-
代
弁
者
等
，
 

は

こ

ぅ

し

た

事

実

を
 

も

と

に

し

て

、英
国 

.の
最
近
の
イ
ン
フ
レ 

の
主
原
因
こ
.そ
労
組 

の

「

不
肖
な」

乃
至 

「

横
暴
な」

賃
上
げ 

、
要

求

に

あ

る

とi
 

し

て

，い

る

。

し■か
'

分
配

し
、
こ
の
非
難
に
対
し
て
は
、
労
働
階
級
の
ほ
ぅ
も
若
干
言
い
分
を
持
っ
て
い 

る
0 

/

賃
金
率
と
賃
金
収
入
と
の
乖P

第
一
；
に
、
英
国
の
場
合
に
は
、
賃
金
所
得 

の
上
昇
が
辑
過
労
働
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
‘
多
い
こ
と
に
留
意
す 

べ
き
で
あ
る
。
：：英
国
に.お
け
る
労
働
時
間
の
動
き
を'み
る
と
、
'経
営
者
と
の
協 

約
に
'よ
る
週
当
0/
,労
働
時
間
，の
平
均
は
、

1

九
四
八〜

五
一
年
間
に
〇• 

ニ 
％
、 

一
九
五
ー〜

五
六
年
間
に
吏
，に0

，
一
 
ー％
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
全
労 

働
所
得
者
の
実
際
の
適
当
り
労
働
時
間
の
平
均
は
、

一
九
四
八

〜

五
一
年
間
に 

•I i-ー

 

ー％
上
昇
し
、

一
九
五
一
一

〜

2:
六
：年
間
に
更
に0
 

•六
％
上

昇

し

て

い 

る
。
'そ
こ
で
、
こ
.の
種
の
鬚
労
働
に
よ
る
収
入
を
除
外
し
て
考
え
る
た
め 

に
、
賃
金
率
に
つ
い
て.み
る
と
、
そ
の
上
昇
率
はi

全

体(

配

当

利

潤

.
ヅ

ラ 

ス
留
保
利
潤)

の
増
加
率
よ
り
も
ず
っ
と
小
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
配
当
利
潤 

の
上
昇
率
よ
り
も
小
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
四
七

〜

五
五 

年
末
の
間
に
、
賃
金
率
は
五0

%
上
昇
し
た
の
に
対
し
、普
通
配
当

(

0
注
ぼ
|
 

d
i
v
i
d
e
n
d
s
)

は
六
九
%
上
昇
し
.た
。
と
く
に
®
当
の
相
対
的
上
昇
は
^
^
党 

に
な
っ
て
配
当
抑
制
措
置
が.緩
和
さ
れ
て
か
ら
顕
著.で
あ
っ
た
。
.一

九

五

.
一
年 

末
か
ら
一
九
五
五
年
末
の
間
に.つ
：い
て
み
る
と
賃
金
率
は
ニ

1 
一％
上
昇
し
た
の 

に
対
し
て
、'普
通
配
当
は
四
七
％
上
昇
し
た
。

一

九
五
四
年
と
五
：五
年
に
お
け 

る
両
者
の
上
昇
率<?
)
.開
き
は
も
っ
と
甚
だ
し
い
。

一
九
五
四
年
に
は
賃
金
率
が 

五
％
弱
上
昇
し
た
の.に
対
し
、
：普
通
配
当
は
ニ
〇
％
と
四
倍
近
く
上
昇
し
た
。

一
九
五
五
年
に
も
賃
金
率
六‘
九
^

の
上
畀
に
対
し
普
通
配
当
は
ニ
 
ニ 
％
と
三

C

注
1)

倍
以
上
増
加
し
,

」

.

四

五

a

 

ニ
ー〕



C
法
l

.

y
こ
れ
ら
め
数
字
に
つ
ン
い
て
は
、
W

D
e
r
r
i
c
l
c
: 

A

 C
o
o
p
e
r
a
t
i
v
e
.

 

A
p
p
r
o
a
d
b

 

t
o

 

S
o
c
i
a
l
i
s
m
,

 

p
,

 

2
3
.

に
よ
る
。
：
 

'

こ
の
よ
3

な
事
情
を
，考
慮
ホ
る
と
、
労
働
者
所
得
の
利
聘
に
対
す
る
相
对
的

' 

上
畀
が
、
賃
金
率
の
上
昇
に
よ
る
の
_

な
く
、：

@
過
労
働
時
間
に
負
う
 

と
、

A
J.

ろ 

の
大
き
V

こ

と

が

わ

か

る

。

だ

か

ら

労

働

者

に

，
し

^

み
れ
ば
、
よ
り
多
く
働
い 

.た
«»
.
だ

力

ら

労

働

し

な

い

、
で

も

金

が

入

る

駆

当

所

得

者

.
_に
.対

し

.
て

相

対

的

に 

有
利
な
所
得
を
受
け
と
る
.の
は
当
然
で
あ
る
と
の
言
い
分
を

持

つ

：の
.で
あ
る0 

;

ま

た

賃

金

率

で

な

く

て

、
，
貧

金

所

得

，で

み

て

も

利

興

の

上

昇

率

の

ほ

.う

が

賃
 

金
上
昇
率
を
明
ら
か
に
上
回
っ
た
と
き
も
あ
る
。

一

九
五
三
：

〜

五
年
間
に
は
賃 

<血
所
得
が1

+:%

上
昇
し
た
の
に
対
し
、
.会
社
の
粗
営
業
利
潤
は
一
一四

％

上

昇
 

し
て
い
る
。「

こ
め
.場
合
.に
は
、.
利
潤
の
犠
牲
に
お
.い
て
賃
金
上
昇
が
な
さ
れ 

.た
と
の
'証
挪
は
な
い
。.む
し
ろ
企
業
が
非
常
に
儲
か> 
た
の
で
、
f

の

マー

 

ジX
.

を
相
_

大
さ
せ
な
が
ら
、
賃
金
と
俸
給
の
上
昇
に
支
払
い
を
す
る

こ

と
 

が
出
来
た
の
だ
と.い
.え
よ
う
O
J

(

法
1)

F
.

 

w
,

 

P
a
i
s
h
:

. In
A
a
t
i
o
n
,

 

i
n

 

t
h
e

 

U
n
i
t
e
d

 

K
i
n
g
d
o
m

 
.
C
E
C
O
n
o
m
i
c
a
,

 

M
a
y
,

 

1
9
5
8
,

 

p
.

 

9
5
.
)

賃
金
抑
制
策
の
偽
瞞
第
二
に
英
国
の
場
合
、
忘
れ
て
な
ら
.な
い

こ

と

は

、 

労
働
階
級
が.
一
九
四
八
年
の
賃
金
抑
制
の
謹
に
劈
し
た
こ

と

忆

よ

っ
て
苦 

経
験
を
.な
め
さ
せ
ら
れ
たこ
と

が

，あ

る

とい

.う
点
.で

あ

る

。
そ
の
电

、

政
^

_ 

は
賃
金
抑
制
を
配
当
制
限
と
同
時
的
.に
行
な
う
と

い

う.
こ

と

だ

っ

た

の

で

、

労
 

組
も
こr..

れ
に
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
配
当
へ
の
税
と
留
保
利
潤
へ
の
税 

の
率
に
は
大
き
な
差
が
設
け
ら
れ
、
配
当
の
上
昇
は

1

時
抑
え
ら
れ
た
。
と
と

ろ
が
、：へ
賃
金
脚
制
上
配
当
抑
制
と
で
労
働
階
級
と
資
本
家
階
級
が
同
等
の

■

 

を
背
負
つ
.た
と
み
る
，の
は
大
き
な
間
違1>
で
あ
る
。
へ'-
1本
質
的
違
い
は
、:'
;
.
,
賃

金

. 

増
加
を
：な
し
セ
す
ま..せ
た
兔
働
者
に
：.は
将
来
、
：何
ら
請
求
す.る
.
も

の

が

残

ら

な
 

い

.«
'
他
方
、
低
配
当
を
受
け
：た

靈

；は
、
'
:そ
の
代
わ
り
に
、
彼
の
資
本
の
実 

質
価
値
の
追
加
：を
受
け
る
こ.と
に
^ 0
が
。
 ̂

.
点
で
あ
る
.。

|
九
三
八〜

五
四
年 

ぬ
か
け
て
、
配
当
利
潤
ぱ
四
六
％
上
昇
し
た
だ
.け
で
.あ
り
、
賃
金
所

得
賃

金 

所
得
の
み
で
、
軍
隊
等
の
所
得.は
含
ま
れ
.な

い〕

、
の

上

昇

一

「

一
一
一
％r

f
、、\
て 

は
る
：か
：に
低
い
。
：
し
か
し
，
、
そ
の
間
、
社
内
留
保
利
潤
を
含
め
た
！

I
I
：

潤
は
一
一 

七

—-
-
-
%上
昇
れ
び
お
り
、
篤

、'こ
.の
増
大
は
資
本
讓
級
の
掌
中
に
残
さ
れ 

る
こ
：と
に
な
る
。
資
本
家
は
こ
の
資
産
増
大
に
見
合
つ
て
増
大
す
る
彼
ら
の
資 

産
か
ら
、
大
き
な
所
得
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
も
、
保
守
党
政
権
に
な 

つ
て
か
ら
は
、
M3
当
制
I

f

 
I
さ
れ
、
結
局
、
損
を
し
た
の
はI

階 

級
だ
つ
た
。
こ
の̂

パ
な
措
置
で
は「

株
主
.へ
の
配
当
の
分
配
を

j

時
的
に
'遅 

ら
せ
る
だ
け
で
あ
る

」

か
ら
、
配
当
制
限
措
置
をと
る

か
ら
と
い
つ
て
労
働
階 

級
に
賃
金
抑
制
を
納
得
さ
せ
る
：こ.と
が
出
来
な
い
の
も
当
然
で
あ
る
。

C

注
1)

G
b
.
H
.

 

C
o
l
e

 : 

P
o
s
t
-
w
a
r

 c
o
n
s
i
o
n

 o
f

 

B
r
i
t
a
F

 

1957,
p. 

0
.

(
注 
2) 

p
.

 

D
e
r
r
i
c
k
: 

A
o
o
l
o
p
e
r
a
t
i
v
e

 A
p
p
r
o
a
c
h

c+
0 socialism,.

p
.

to
3
.

.

生
計
費
の
；上

昇

'
第
三
に
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
-

-j

九
五
五
年
ま
で

は
一一

労
働
賃
金
の
弓
上
げ
が
、
生
計
費
の
压
迫
に
よ
.る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
 

そ
し
て
、
.生
訂
費
の
上
昇
が
主
と
し
て
輸
入
^
^
の
上
濟
の
た
め
生
じ
て
ぃ
る

事
実
で
あ
る
。

R 

.ハ
ロ
ッ
ド
.の
認
め
る
如
く
、「

戦
争
以
来
、

貨
幣
で
表
わ 

し
た
ィ
ギ
リ
ス
の
過
度
の
賃
金
上
昇
は
、
主

と

し

て

輸

入

^
^
の
大
幅
騰
貴 

と
、
そ
の
国
内
生
計
費
に
対
す
る
不
可
避
的
な
効
果
に
基
づ
い
て
い

^

そ

. 

れ
故
、.「

賃
金
上
昇
は
起
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

(

2:
1)

の
.で
あ
り
、
.
も 

し
、
起
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
実
質
賃
金
の
低
下
が
生
じ
た
こ
と
で
あ

I

 

(

.注
1)

ハ
ロ 

■ッ
_ド
前
掲
書|

一
 
六
七
.頁
0...'ヾ 

(

注
2)

同一

四
.八
：頁
。

■
,

i 

- 

■
し
か
し
、
：も
し
も
労
働
党
政
権
下
の
如
く
、
‘食
糧
な
ど
、
労
働
者
の
生
計
費 

-

に
大
身
く
響
く
物
資
が
統
制
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、/
輸
入
物
価
の
上
昇
が
直
ち 

に
労
働
階
級
の
生
計
費
を
压
迫
し
て
、
賃
上
げ
を
促
が
さ
社
る
と
い
ぅ
こ
と
に 

.な
ら
な
か
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

党
政
権
下
に
お
い
.て
、
.そ
^
し
た
食
. 

糧
統
制
と
、
や
は
り.低
所
得
層
に
有
利
で
あ
っ
た
家
賃
統
制
が
i

さ
れ
た
こ 

と
も
、
労
働
階
級
の
生
計
費.を墨す，

と
に
な
，
た

0
主
要
食
糧
に
外
す. 

る

麓

金

は

、
い
ろ
：い
ろ
な
批
判
も
あ.？
た
4
は
い

え

、
食
镯
の
ま
㈩
率
の
多 

い
労
働
階
級
や
低
所
，得
層
に
と
っ
て
は
有
利
な
措
置
で
：あ
っ
た
が
、
_
^:
政 

権

下

の一

九
五一
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資料 Maynard: Inflation, th e Term s of Trade and th e Share of W age 

in  N ational Income (Economic Journal, Dec. 1958)

注( 1 ) 私的部けとはpublic a d m in istra tio nと防猶以外の経済部門のこと。数

字は，デンマーク，スウヱ一デン，英国については粗 ( グロス）所得につい 

てのものヤあり，他は純 ( ネッド) 所得についてのものである。原則として

s1:ock apprec扭t i o n は除外してぁる。

( 2 ) 公共部門と防衛を含む。

第九表工業における賃金所得の分配率（％ )

1935， 3 8 年 は R o s t a sの推計0 H o s ta sの推計をのぞけばいずれも付加価値に 

占める賃金棒給の割合である。（篠原三代平後掲論文，P . 1 0 による。）

国
、每 次 1948 1949 1950 1951 1952 1953 1954 ： 1955

ベ ル ギ '― 49.4 50.9 51.4 49.4 50.5 49.5 49.0 49.4

デ ン マ
■ ― - ク. 43-8 42.8 41.4 41.7 42.0 m 43.3 43.3

フ ラ ン ズ. ------- . 50.1 48.7 51.4 52.0 52.7 53.7 53.3

西 独 . —— - - 56.3 54,3 55.9 58.3 68.1 5.92

ォ ラ ン ダ 50.4 49.0 48.8 50.8 50.0 49.0 50.2 52.6

ノ 一 ノ レ ク ェ イ
f  n 、 ..

51.4 52,4 52.1 .48.0 51.0 B4.0 52.8 52.6

ス ウ X

(2 )
60.6 59.8 59.3 57.2 61.3 63.0 62.7

英， 国 63.9 63.9 64.9 65.1 63.4 68.1 63.3 64.8

• •
イ ギ リ ス

米 p ナダ オーヌト
ラリァ

二...ュ•一:ジ 
—'ラン.ド い'レコ

ノ ル ,
ウエ イ货金.のみ ft命給

1933 29.7 " —- ： 44.5 47.4 49,9 51.5 -------

35 31.5 44.3 51.6 48.5 50,5 51,4 ' ノ：

36 32,1 —— ... . -― 47.5 50,7 54,0 —

37 30.4 ■.— . . 51.0 47.9 52.0 56.5 17.3 47.6

38 28.4 43.3 ノ ー 49.4 52.5 ,59.8 f;.へ - — . ： — .

39 25.7 51,9 48,2 ― - 57.8 7 24.1 — .

(1941)

45 .-- ぐ ____ 51,8 58.4 60.1 — —

46 ■ — - ' —— 50.2 57.7 59ユ —

47 53,4 59,0 57ユ -------； ' —

48 .....—— 55.5 — '― .. —— . ——

52 42.9 58.1 '— .
------- . 59.2 54.1 —— ： ■ ~ .

53 39.6 57,4 . . r ------ . ' 丨 —— .へ一" ■ - - 、 45;4

54 39,3 55.6 56.4 49,3 58.1 5B.1 BL4 44.9

55 37?7 56.5 54.7 47.3 57.9 53.6 一 46-2

V•■ノ ..

第八表私的部門における赁金及び俸給の割合
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現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長
.
.
イ
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- 
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- 

- 

:
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.2r
.
o
.
c
r
r
H
O 

.な

ら

參

案

は

，
こ
の
；ょ

蟲

髮

の

激

し

い

不

断

の

杭

争

寒

可

避

的

な

;

''
つ
利
潤
.办
ら
な
さ
れ
、.労

働

證
^

f

る
0
:
そ
し
て
肢
蓄
性
向
を

一

香

す

る

と

、
労
賃
べ

Q

分
配
率
が
低
い
こ
と
と 

も
の
で
：あ
：る0 

8

階
級
の
力
が
増
大
し
て
、
労
資
間
に
力
の
均
衡
が
生
じ
、
，
•

(

す
：な
：わ
ち
利
潤
へ.：の
_

承
が
高
い
ほ
ど)

':饔

成

長

空

.
そ
の
た
妁
に
剰
余
を
め
ズ
っ
て
の̂

^
争
が
不
断
に
行
な
あ
れ
る
限
夂
丨' 

.び

？

が
殆
ん
ど
蜃
的
に
な
る
。
，
す
な
わ
ち
、
；

そ
の
場
合
に
は
、
r

 

.

N 

丨
そ
し
て
そ
の
壓
が
旨
く
ゆ
か
な
い
限
り

ー

I

程
度
の
ィ
ン
フ
レ
傾
醫
 

' 
で
あ
る
が
、
潘

，：-

^

=ル

2

る
か
ら
' 
'ハ

ロ

ッ

ド

の3

 

は
不
可
避
的
I

ず
る
と
い
わ
な
く
，て
は
な
ら
な
い
。
セ

ン•
ス
ト
.f

 

.
舊

し

、
鷥

、
f

 

s
|

と
書
I

I

」

：と
が
出
|

¥
つ
.ま
り
、
こ
 ̂

の
指
摘
を
待
つ.ま
.で
も
な
く
、■現
代
の
f

主
義
す
な
わ
，「

資
本
主
義
'の

最，

式
か
ら
：

「

成
長
率
が
高
い
国
で
は労
働
所
得
の
分
配
率
は
必
然
に
低
く
な
る
黄 

M

l

1け

て

は
I

階
級
は
そ
の
数
に
お
い
て
も
力
に
お
い
て
も
増
.
向
が
生
ず
る
‘と
い
う
&

■

事
実
、
統

誌

に

み

て

も

、
窗

は

資

率
 

て

政

治

面

に

もV

て
看
王
義
を
利
し
進
め
る
と
とI

、
.所

得

の

が

.最
下
位
I

る

C

第
三
：.表)

と
同
S

.
労
^

^

分
®

つ
い
て
も
I

取
I

階
S

の
I

裏

め

る

。.か
べ
て
、
両
者
の

論

I

f

「

ィ

ぎ

|

ず

p

o

h

i

謹

- 

:

ま
た
、
こ
の
場
合
、：
労
働
階
級.の
圧
力
に
ょ
っ
て
、
労

働

所

得

の

分

配

率

が

|

増
大
し
、
利
憑
減
少
す
る̂

)

そ
の
結
見
は
、
資
本
形
成
が
配
軎
さ
れ
、
'释

^
p
.

済
成
長
が
低
下
す
る
の
で
は
な.い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
るc
if
t
実
、
次

咏

- (

の
ょ
う
な「

_

な」

資
本
主
義
社
会
を
想
定
し
て
、
ヵ
ル
ド
ア
的
な
成
5
と

.得
割
；

分
配
と
の
関
係
式
を
形
式
他
に
利
胤
す
る
と
そ
う
な
る
。
す
な
わ
ち
、
完

全

雇

：即如 

用
経
済
に
.お
い
て
、
社
会
の
佘
剰

c

純
国
民
生
産
高
}
•の
す
ベ
て
が
労
働
階̂

国
、

P
 

の
所
得(

賃
金
の
他
、
俸
給
を
；含
む

)

か
所
有
者
階
級.の
利

满(

利
子
、

レ

ン

^

ト
を
含
，む)

所
得
か
い
ず
れ
か
の
所
得
に
な
り
、
貯
蓄
と
資
本
形
成
が
す
べ
て

：

.

.,■
第
：

■ 

- 

- 

• 

.

.

.

.
-

%年次

0
 ̂

-
3
. 

-
9
- 

3
- 

4
^
-
.
2
 

2
 

.

1

.

0 

7
 

4
 

3
 

4
 

8
 

49
58
58
54
56
57
.
58
.
59
60
:

61
,
62
64
:

68
72
:

本 
K

ダ 

7  

一 ク 

デン

ス

ん ス

ル ラ 

ルウ

ン

ラー

リ力  

y スギ

ォ

ォ

デ

ス

ス

フ

m

ァ

力

United Nation Yearbook of  
N ational Account Statistics, 
1958.

大来多佐武郎「所得倍増計画の 
解 説 」 p . 1 1 0 による。
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K
o
o
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a
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及
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篠
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猶
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'
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?
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齡
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あ
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分
論
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ヵ
ル
ド
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場
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に
は
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対
す
る
潛
変
数
と
考
ぇ
ら
れ
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い
る
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社
会
に
生
じ
て
く
る
変
化
であ

る
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①
現
代
の
資
本
主
蒙
特
徵
の
第

一 

.

.は
先
述
め
如
く
、「

同
家
の
経
済
的
艘
割
の
増
大

」
.

で
.あ

る

が

、
こ
の

こ

と

は
 

利

潤

；

(

S

)

が

裔

利

潤

と

公

的

利

潤
.

(
余

剰

と

呼

ぶ

ほ

う

が

適

I

あ
る
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.の
た
め
'
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と
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.ぶ
こ
と
に
す
る
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分
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ら
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、.
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と
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に
資
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形
派
の

「

源
凍
と
.
>て
私
的
利
潤
だ
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_
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_
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の

重

要
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性
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增
太
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投
資
の
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尚
ホ
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で
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0
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51̂
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潤
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す
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っ.れ
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叙
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賃
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率
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け
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資
本
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成
長
率
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な
く
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労
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す
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れ
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:
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す
れ
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、.

所
得
中
の
利
潤
総
計
の
割
合
が
大

.き
い
.ほ
ど
経
済
成
畏
率
が
高
い■と

と

は(

利
潤
が
す
べ
て
資
本
形
成
に
廻
さ
れ 

る
と
の
先
の
前
提
に
立
っ
て.い
.る
以
上
0
、
当
然
で
あ
る
が
、
同
時
に
、<7
、
r
、

て
加
犬
に
な
れ
ば
な
る.ほ
ど
成
長
率
が
高.い
こ
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が
わ
か
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。
す
な
わ
ち
、
経 

済
成
長
率
'はP
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す
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す
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。
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と
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：
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さ
れ
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す
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わ
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蓄
を
無
视
し
拇
る
も0
左
じ
で
ぎ
た
:°
;.

1>
4
1.
、
：

:; 

孤
代
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
ば
、
--
,

級
.
0

数

及

び

力

の

增

尤

と

〈

俸

：
給

.
ゾ

现
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長■.
.イ
ン
フ
.レ
、
分

配
.
：
：
：

.

坐
活
者
の
増
大」

の：

た
め

に

、
.i

/9
f
得
者
の

所
得
の
絶
対
水
準
も
大
き
く
な 
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ま
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に
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合
経
済
的
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会
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い
て
は 

>
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^
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増
大
す
る
だ
：け
で
な
く
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も
増
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す
る
傾
向
，が
.あ
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こ
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の
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す
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な
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：
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潤
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式
.と
.別
.に
.⑧
式
を
考
.え
.
.る
.必
.要
は
.な
く
な
.、る
。
...
ま
た
：
W
<D
中
に
.は

「

企
業
. 

:利
潤
：1
'的
性
部
を
も
っ
経
：営
者
所
得
が
含
ま
れ
る
孓
と
に
な
っ

.

て

し

ま
う
 

が
、
穷
働
階
級
対
：資
本
家
及1
5経
营
者
階
級
間
め
所
得
分.配
関
係
'
と

経

_済

成 

■'
，'
長
律
と
み
関
係
钇
み
る
た
め
に
は
ッ̂企
業
利
潤
^
的
性
格
の
所
得
を?
^

の
'う
ち
.の
.非
留
保
利
潤)

に
合
め
て
.考
え
るほ
う
が
適
当
でへ
ぁ

ろ

うo
 

ま
た
こ
の
式
.で
は
、
貯
蓄
が
す
べ
て
投
.資
さ
れ
る
と
ぃ
ぇ
重
天
な
想
奪
の 

上
：

k
*

っ
て
い
'る
が
、
：貯
蓄
が
投
資
さ
れ
る
：か
ど
う
か
ぱ
•、
有
効
：需
要
面
か 

.

.

.

.
ら
規
：定
：さ...
れ
■?
>

.:
°

.そ

.れ
：故
：-
-
~
^
少
な
..く.と
.
.
..%
.資
本
主
.義
社
会
.
お̂
、い
'て
..は
ー 

丨
、W

/
Y
.

が
小
さ
く
な
る
と
、.消
費

需

要(

ま
た
は
そ
の
増
加
率

)

の
減 

少
を
通
じ
•て
投
資
を
減
少
さ
せ

(

從
っ
て
事
後
的
に
は
貯
蓄
を
も

)

、
結
局
、 

経
済
成
長
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
，
こ
の
場
合
、
消
費
需
要
の
減
退

,

:;
.
:/'
'
:
:':^
 

'

v
'
l
i

へ
：

a
.-



段間会社部れ •

、白/;ホンド

国有化部趵

1949年 1958年 1949 年 1958年

総 収 入 2,360 4,016 177 405
A 余剰または赤字 

B 純国内資本形成

+395 + 943 — 87 v ~ 206

固 . 宛 290 . 606 88 • 317
.花 .,. 庫.

牧资を差し引いた後の収
49 — 5 33 40

入殘為または不足高 
(A~B)

資本の/ト，ラ'.'ノス.'ファ—
+  56 +342 -2 0 8 -5 6 3

資鹿の墙加または借入 +  55 -{-13 + 42 +  9
f l  .... +111 +355 —166 —554

部鬥と私企業部鬥における
搭 龙 猫 へ • • •

ぅ
な
る
理
由
と
し
て
は
い
ろ
い
：ろ
な
要
因
が
あ
る
が
、
：国
有
化
産
業
の
M

y

 

ィ

ン

フ

レ

対

策

の

，
た

め

、

撕

制

^

&

&
こ

と

も

重

要

な

證

の
|
つ
で
^

^

0 

(

注
1)

混
合
経
済
の
第
一
段
階
.に
.生
.ず
.る

と

の

：
種

の

ジ
.：レ
シ
.々

に
つ
.、
て
丈 

:

.
加

藤
•：

九

尾

：
：

「

社

会

化

：と

経

済

許

画

」

：
.

(

理

想

社r1

:九
六

：0
年)

：

に

お

ぃ

国
労
働
党
の
理 

:

論
家
J

.
ヒ
ユ
.

丨
.
ズ.
，.も

同

様

の
.
. 

■:
'
.:.
こ

と

を

論

じ

て 

.

.

.

.

.
い
.
る

0
.
. 

Jrolm 

；0ugii6S 
人

N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
e
d

industries

.

.
i
Q
c+
.
h
e
 M

i
x
e
d

 

E
c
o
n
o
m
y
,

O
c
t
.

 

1
9
6
0

.

.

......(Fabian

T
r
a
c
t
)
.

(
注
2)

し
か
し
、 

.

.

.
他
方
、

こ
.ぅ
し 

て
.
生

ず

る

資

本

国有化企業:表

収入ゝ収守

Expenditure, 1959, CH.M.S.0其本す iNawonai incon

を
柿
う
ほ
ど
に
投
資
が
漸
増
す
れ
ば
、
そ
う
な
ら
な
い
が
、
結
局
に
お
い
て
は 

投
資
需
要
も
消
費
需
要
に.制
約
さ
れ
.る
。
免
た
>
.先
述
の
'如
く
、
現
代
身p 

.

.
主

義社
会
に
お
い
て.は
、
3

と

^

.■
'
と
ー
の
筛
離
が
大
：き
.<
な
る
-0
.そ
れ
：故
、

:

m
,に
貯
蓄
と
投
資.'を
墙
や
し
て
も0
を
.増
大
さ
.せ
る
の
で(

句
故
な
ら
0
=

.

I

J

U

.

V

.
必
ず
し
.も
0
を
増
大
さ
.せ
-̂
.と
'
;は
.限
ら
'な
.い
.？
.こ
.う
b
た
面 

:

か
ら
の
考
察
：は
伸
の
機
会
に
：行
，な
う
o
:
' 

;:

'

六
、
混

合

経

済

の

ジ

レ

：ン

K

、混
合
経
済
の
第j

段

階

,1
>
'か
し
、
現
代
資
本
主
義
が
混
鑫
済
的
性
格
を 

帶

ぴ

て

き

た

か

ら

；
と

い

っ.；

て
、
.成
長
‘
安

矩

：•汾
廊
間
の
矛
朦
萨
た
だ
ち
：に
解 

決

に

向

う

の

で

：は

々

い

;0
と

い

う

©

：
^
混

富

済

と

い

：
も

も

、
：
翁

經

务

部
 

門
の
比
重
が
経
済
部
門
に
比
し
て
低
く
、
.
前

考

か

後

者

に

対

，
し

て

従

属

的
 

で
：あ

る(

こ
：
：
れ

を

棍

合

経

：
済

；
の
_第

：：
ー
^

階
と
睜
，ぼ 

こ
.
の
段
階
に
一
ぁ
る

)

に
お
い
ズ
：は
、
蒙
と
し
て
資
本
主
義̂
^
の
論
理
^

^
 

配
或
い
は
優
越
す
る
か
ら
で
あ
る0
と
.の
^'
階
で
は
が
も
、.あ
ま
.り
増
p
l>
.

」

£ 

. 

し
そ
の
値
は
公
的
経
済
商
門
の
所
得
寄
与
率
に
^

し

て

箸

し

ズ

小

^

と

ど

ま 

ら

ざ

る

を

得

な

い

.
。

-'
:::こ
の
た
：め
私
的&

-
賃
金
分
配
率
^

^
と
1:
'
て
^
済
へ 

垒
体
の
.成
長
率
を
強
く
規
定
す
る
の
で
、
賃
金
分
配
^
1
|昇
と
成
«'
;
と
.の
_
刺
' 

関
係
が
#

^
す
る
。
こ
.の
段
階
.で
、
公
的
利
潤
が
あ
.ま
り
太
きく

な

ら

な

い

.
の 

は
、
公
的
経
済
部
門
の
中
心
で
：あ
る
国
有
化
産
業
が
全
体
と
し
て
大
き
な

^
:

 ̂

. 

を
あ
げ
る
こ
.と
が
出
来
な
い
の
で
、.こ
の
部
門
の
投
賽
金0
.多
ぐ
の
部
分
を 

?

^
経
済
部
門
か
ら
補
ゎ
ざ
る
を
得
な
ぃ

(

第
八
表
参
®:
:

か
ら
で
.，̂

1
。

)

ぃ」

不
足
分
：を
借
り
入
れ
る
た
め
め
多
領
の
負
債
の
累
稹
が
安
定
化
政
策
の
障
害 

.
'と
な
.っ
て
お
り
、

.■ィ

ン

：
フ

レ

を
助
成
す
る
.
一
因
.で
あ
る
と
も
.い.
わ
.れ
■る
0
ま 

.

た
、
俾
価
格
維
持
の
た
めに
、

賃
.金
：上
#
も
抑
制
され
る
o 

o
f
. 

J
.

tt
c

g

- 

hes, op. 

c
i
r

p. 

5 〜
6.

:

ま
た
一
つ
.
に
は
、'
私
的
f

部
門
が
i

と
資
本
形
成
の
主
導
性
を
も
ャ
て 

,
0る
限
ヴ
、
私
的
経
済
部
門
虼
あ
ま
汰
に
高
率
の
愈
を
か
け
て
、
そ
れ
を
公
的 

資
本
形
成
の.源
泉
と
す
る
方
法
に.は
M

が
.あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
限
界
を.
 

わ
き
ま
え
.な
い
で
、̂

い
て
公
的
利)1
と
公
的
.

1

乃
至
資
本
形
成
を
高
め
よ 

う
と
'し
た
り
、
所
得
の¥.
等
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
ィ
ン
フ
レ
を
生
ん
：た

.

. 

り
、
私
的
部
門
の
投
資
意
欲
を
消
沈
ざ
せ
た
り
し
て
、
成
長
や
安
定
に
悪
影
響 

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

C

注
1)

し
か
し
、
混
合
経
済
の
第
一
段
階
ま
た
は
そ
れ
以
前
の
.段
階
.に
お
■い 

て
も
、：

成
長
と
安
定
を
寄
す
る
こ
と
な
く
、
賃
金
所
得
分
配
率
を
高
め
う
る 

余
地
が
多
い
。

先
述
の
如
く
.、

有
効
需
要
が
本
当
は
む
し
ろ

過
少
な
た
め 

■

に
、
潜
在
的
投
資
と
成
長
力
が
抑
制
さ
れ
：

V

い
る
状
態
に
あ
る
限
り
、
必
ず
，
 

/

し
も
公
的
部
門
を.拡
大
し
な
く
て
も
、
労
働
階
級
へ
の
所
得
分
前
.を
増
大
さ 

.

.せ
る
方
法
が
あ.る
.と
い
え
よ
.う
。
.

混
合
経
済
の
.第
.

一 i

段
階=

社
会
主
義
経
済
現
代
資
本
主
義
及
び
混
塞
済'
 

の
第I

段
階
に
お
け
るこ
の
擂
の
ジ
レ
ン
マ
.を
根
本
的
に
解
決
し
て
、
成
長.
. 

安

定
•
平
等
を
同
時
的
に
進
め
て
行
くこ
.
と

を可
能
に
す
る
★
め
に
：は
、
や
は. 

り
、
公
的
経
済
部
門
の
比
重
をも

っ

と高
め
て
、
；こ
の
部
門
が
経
済
全
体
の
主 

導
的
地
^
に
立
つ
よ
う
に
す
るこ

と

であ
る
。
ぞ
う
な
っ
て

こ

そ
初
め
て
、
公
 

' 

現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
成
長
.
イ
ン
へ
フ
レ.
-分
配
..
.

的
利
潤"
剰
余
の

割
合
：： .(

名
も
充
分
に
大
き
く
な
ゥ
、
公
的
利
潤
が

1

形 

:成
の
主
要
な
源
泉
>

な
る
.に
い
.た
る
だ
ろ
う
。
と
の
上
う
に
な

れ
ば
、
公
的
経 

済
部
門
が
！

f

里
：

i
i
#

か
い
か
、
か
か
掛
6
奶
上
む
な
れ
ば
、

.
経
済
©
機
能
及
ぴ 

.か
かi

傲
か
v

i

hす
結
於
に
い
ろ
い
ろ
な
.面
で
質
的
な
転
換
が
生
ず
る

よ
う 

.
£か
か
0̂
紀S

蘇

_

v.
の
質
的
馨
点
こ
そ
，
社
会
主
義
経
済
へ
の
転
換
点 

.で
あ
る
と
考̂
^
現
代
戴
#
主
義
が
更
に
発
展
を
続
け
混
合
経
済
の
性
格
を 

強
め.て
行
け
ば
い
づ
：が
ば
こ

(

の
，よ
う
，な
混
合
経
済
の
第
二
段
階

=

社
会
主
義̂ 

経
済
に
進
むこ
と

：
に

な

るで
あ
ろ
欠:0
::
.

:

(

注
1)

；

こ
の
稹
<0
.
転

換

が

：
ど
.

の
よ
う
な
点
に
み.ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
加 

藤
..
-
,丸
尾
前
掲
昏
を
参
照"さ
れ
た
い
。
こ
の
よ
う
な
転
換
は
、
公
的
経
済
部
門 

が
多
ぐ
の
点
で
経
资
全
体
の
五
〇
％

に
逹
し
な
く
て
も
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。 

(

注
2

>
勿
論
>
こ
：れ
で
成
長
‘
安̂

•
平
等
：の
問
題
.が
自
動1的
に
解
決
さ
れ 

る
と
：い
う
の
で
は
な
い6
政
治
的
主
体
的
な
要
因
と
政
策
技
術
が
重
要
な
役 

割
を
果
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い0
解
決
し
う
る
経
済
的
基
礎
条
件
が
出 

來
る
と
い
-5
に
す
ぎ
な
い
。
全
経
済
が
殆
ん
ど
公
的
部
門
で
あ
る
ソ
連
.の
よ 

う
な
国
で
も
や
は
り
大
き
：な
間.題
が
あ
る
；。
こ

の
点
に
，つ
い
て
は
沐
誌
の
加 

,

藤
宽
氏
の
稿
で
述
べ
ら
れ
る
：と
思
う
。
、

後
記
十
一
頁
に
ー
ボ
し
た

」

^
«八
1タ
八
1

^
に
お
け
る
5.
は
ド
ー
マ
ー
の 

.

.

.
S
に
5£
い

(

ド
.
'
丨

' ヤ
1
で
は
R 
»
が
：資
本
の
.完
金
利
ff
l
の
た
め
に
必
要
な
成 

.長

.率
と
さ
れ
て
い
る〕

。

資
本
の
完
全
利
用
成
長
率
め
ほ
う
が
労
働
の
完
全 

,
ぐ
.雇
用
贫
長
率'よ
り
も
小
の
場
合
も
.あ
り
う
る
が
、
新
し
い
ィ

ソ

フ

レ

の生
ず 

.
:

る
現
代
資
本
主
義
社
会
の
場
合
に
は
前
者
の
ほ
う
が
大
と
.み

V

よ
い
。

.

:
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